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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式
【化１】

を有する、エステル。
【請求項２】
　ａ）請求項１に記載されたエステルであって、組成物の０．１～９９重量％の量で存在
する前記エステル、およびｂ）組成物の０．１～６０重量％の量で存在する少なくとも１
つの機能性成分；を含む組成物であって、パーソナルケアまたは化粧品製品である組成物
。
【請求項３】
　前記機能性成分が、サンスクリーン活性成分、界面活性剤、保湿剤、コンディショナー
、防腐薬、酸化防止剤、還元剤、制汗剤、および香料からなる群より選択される活性成分
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である、請求項２の組成物。
【請求項４】
　前記活性成分が、オクチルメトキシシンナメート、フェニルベンズイミダゾールスルホ
ン酸、メンチルアンスラニレート、シンナミドプロピルトリモニウムクロリド、パラ－ア
ミノ安息香酸、ベンゾフェノン－１、ベンゾフェノン－２、ベンゾフェノン－３、ベンゾ
フェノン－４、ベンゾフェノン－５、ベンゾフェノン－６、ベンゾフェノン－８、ベンゾ
フェノン－１２、メトキシシンナメート、アヴォベンゾン、グリセリルパラ－アミノ安息
香酸、メチルアンスラニレート、オクトクリレン、オクチルジメチルパラ－アミノ安息香
酸、オクチルサリチレート、酸化亜鉛、二酸化チタン、および赤色ワセリンからなる群よ
り選択されるサンスクリーン化合物である、請求項３の組成物。
【請求項５】
　前記パーソナルケアまたは化粧品製品が、サンタンローション、サンスクリーンローシ
ョン、サンスクリーンスプレーローション、ＵＶ保護シャンプー、およびＵＶ保護ヘアコ
ンディショナーからなる群より選択される局所サンスクリーン製品調合物である、請求項
４の組成物。
【請求項６】
　組成物の１～４０重量％の量で存在する少なくとも１つのシクロメチコン化合物をさら
に含む、請求項２の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化学製造および特に、化粧品およびパーソナルケア製品の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シャンプー、コンディショナー、サンスクリーンローション、リップスティック製品、
マスカラなどのパーソナルケアおよび化粧品製品の調合は、多数の課題を呈示する。その
ような製品の感触および外観は消費者に訴えるべきである。たとえばそのような製品の一
部は、べたつかない皮膚触感、良好な皮膚延展性、快い香りなどを有することが望ましい
。同時に化粧品およびパーソナルケア製品は通例、多種多様の必要な成分を含む。調合者
にとって、消費者に訴える物理的特性を得る必要性は、製品中に必要な機能性成分を含め
る必要性と共存する。
【０００３】
　パーソナルケアおよび化粧品製品は通例、皮膚軟化薬として機能する化学化合物を含む
。皮膚軟化薬は、所望の皮膚触感に寄与するが、調合物中では他の目的も果たすことが多
い。
【０００４】
　製品調合物の主要な部分を構成することが多い皮膚軟化薬は、調合物中の機能性成分の
溶解／分散にも著しい影響を及ぼすことができる。たとえばサンスクリーン製品は、調合
物中に好ましくは均一に溶解または分散するサンスクリーン活性成分を含む。しかし、あ
るよく使用されるサンスクリーン活性成分は、製品調合物中で不十分な溶解性／分散性を
示す。活性成分の不均一分布は、サンスクリーン製品の品質および性能の低下を引き起こ
すことがある。同様に多くの化粧品およびパーソナルケア製品は、また不十分な溶解性／
分散性を示す香料を含有し、製品調合物中に香料を含むことが困難になる。したがって製
品調合物の皮膚軟化薬成分は、機能性成分の溶解性に悪影響を及ぼすべきでなく、好まし
くは調合物中で機能性成分が溶解また分散するのを補助するべきである。
【０００５】
　ある芳香族エステルは現在、パーソナルケアおよび化粧品製品中で成分として使用され
ている。たとえばニュージャージー州パーシッパニーのＣｒｏｄａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎは、米国特許第５，６９３，３１６号、第５，５９７，５５５号、第５，４５５，０
２５号、および第５，３０２，３７７号に開示されている、芳香族ジカルボンおよびトリ
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カルボン酸のアルコキシル化エステルを製造および販売している。これらの特許で開示さ
れている芳香族化合物は、芳香族カルボン酸のエステルであり、従ってエステルカルボキ
シル基（
【化１】

　）を含有し、そこで芳香核（Ａｒ）はエステルカルボキシル基の炭素原子に結合され、
脂肪族アルキル基（Ｒ）は、エステルカルボキシル基のエステル酸素原子（Ｏｅ）に結合
される。従ってこれらのエステル中のエステルカルボキシル基への全体の結合順序は、
【化２】

　のように明示される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これらのエステルはサンスクリーンおよび化粧品の優れた皮膚軟化薬であるが、製品調
合者にとってさらなる選択肢を提供するための、パーソナルケアおよび化粧品製品の成分
として有用な新しい化合物に対する需要がなお存在する。特に調合物中での活性成分の溶
解性を向上させると同時に、快い皮膚触感に寄与する皮膚軟化薬化合物に対する需要が存
在する。
【０００７】
　１つの好ましい態様により、本発明は、化粧品およびパーソナルケア製品の優れた添加
剤である、芳香族アルコキシル化アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを提供す
ることによってこれらの需要に対処する。たとえばそれらは皮膚軟化薬、可溶化剤／希釈
剤および／または増粘剤として使用できる。好ましくは、芳香族アルコキシル化アルコー
ルおよび脂肪族カルボン酸のエステルは、芳香核（Ａｒ）、アルコキシスペーサー（Ａｌ
ｋ）、エステルカルボキシル基（
【化３】

　）、および脂肪族アルキル基（Ｒ）を含む化合物であり、芳香核はアルコキシスペーサ
ー経由でエステルカルボキシル基のエステル酸素原子（Ｏｅ）に結合され、脂肪族アルキ
ル基は前記エステルカルボキシル基の炭素原子に結合される。本発明のエステル中のエス
テルカルボキシル基への全体の結合順序は



(4) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

【化４】

　のように明示される。従って本発明の芳香族エステルの構造は、米国特許第５，６９３
，３１６号、第５，５９７，５５５号、第５，４５５，０２５号、および第５，３０２，
３７７号に開示されているエステルの構造とは実質的に異なる。
【０００８】
　芳香族アルコキシル化アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルは好ましくは、１
または２のエステルカルボキシル基を有する。本発明のエステルの脂肪族アルキル基（Ｒ
）は好ましくは、１～３９の炭素原子を含有する。芳香族アルコキシル化アルコールおよ
び脂肪族カルボン酸の好ましいエステルは、１０未満の皮膚延展係数または２０，０００
ｃｐｓ未満の粘度を有する。芳香族アルコキシル化アルコールおよび脂肪族カルボン酸の
各種の好ましいエステルも本明細書で開示する。
【０００９】
　別の好ましい態様により、本発明は、ａ）組成物の約０．１～約９９重量％の量で存在
する、アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸の少なくとも１つのエス
テルおよびｂ）組成物の約０．１～６０重量％の量で存在する、少なくとも１つの機能性
成分を含む、パーソナルケアまたは化粧品製品組成物を提供する。機能性成分は、活性成
分および追加成分を含んでもよい。好ましい組成物は、サンスクリーン製品調合物および
制汗剤製品である。従って特に適切な活性成分は、サンスクリーン活性成分および制汗剤
活性成分である。
【００１０】
　本発明の本態様の１つの好ましい実施形態において、組成物は、組成物の約１～９９重
量％の量で存在する、少なくとも１つのシクロメチコン化合物をさらに含む。
【００１１】
　なお別の好ましい態様により、本発明は、サンスクリーン活性成分およびアルコキシル
化芳香族アルコールならびに脂肪族カルボン酸の少なくとも１つのエステルを含むサンス
クリーン製品調合物を提供することと、そのようなサンスクリーン製品調合物を毛髪また
は皮膚に局所的に塗布することによって、ヒトまたは動物の皮膚または毛髪の放射からの
保護を向上させる方法を提供する。
【００１２】
　なお別の好ましい態様により、本発明は、制汗剤活性成分、少なくとも１つのシクロメ
チコン化合物およびアルコキシル化芳香族アルコールならびに脂肪族カルボン酸の少なく
とも１つのエステルを含む制汗剤製品調合物を提供することと、そのような制汗剤製品調
合物を毛髪または皮膚に局所的に塗布することによって、ヒトまたは動物の皮膚または毛
髪の発汗からの保護を向上させる方法を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の目的のために、本明細書で使用する各種の用語を以下のように定義する。「化
合物」は、同じ化学構造の分子を有する別個の化学物質である。「化合物」は、異なる化
学構造を有する分子の混合物ではない。「組成物」は、１つの化合物または化合物の混合
物を含んでもよい。「アルキル」基は、炭素原子の鎖を含む基である。アルキル基は、ア
ルキルまたは非アルキル官能性で終結し、アルキルまたは非アルキル官能性によって分子
の残りに結合される。本明細書で述べた化合物において、および上で示した定義に一致し
て、アルキル基は存在する場合、置換または非置換され、直鎖または分岐であり、飽和ま
たは不飽和である。「脂肪族」という用語は、アルキル基および／またはカルボン酸に関
連して、起源を示すものではない。むしろ「脂肪族」という用語は、疎水性寄与のある本
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発明のエステルを提供する任意の基に関して使用される。純粋に例示のために、酢酸のメ
チル基は、発明の意味の範囲内の脂肪族基である。本明細書で述べるアルキル基の置換基
は存在する場合、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、およびブチルなどの１
～８の炭素原子を含有するアルキル基である低級アルキル；トリフルオロメチル、ペルフ
ルオロエチル、クロロメチル、およびジクロロメチルなどのハロゲン化低級アルキル；ベ
ンジルなどのアリールアルキル；ｐ－メチルベンジルなどのアルキルアリール；フルオロ
、クロロおよびブロモなどのハロ；アセトキシおよびエチルカルボキシなどのカルボキシ
；アセトキシメチルおよびアセトキシエチルなどのアルキルカルボキシ；アセチルベンジ
ルなどのアリールアセトキシ；ヒドロキシ；メトキシ、エトキシおよびプロポキシなどの
アルコキシ；およびヒドロキシメチルおよびヒドロキシエチルなどのアルキルヒドロキシ
を含む。
【００１４】
　「アルコキシル化芳香族アルコール」は、本明細書でヒドロキシ基と呼ばれる、１、２
またはそれ以上のヒドロキシル基－ＯＨを有する化合物を含む。単一のヒドロキシ基を含
有するアルコキシル化芳香族アルコールは、モノヒドロキシアルコキシル化芳香族アルコ
ールと呼ばれる。純粋に例示のために、モノドロキシアルコキシル化芳香族アルコールは
分子内に構造－［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］5－Ｈの基１個を有する化合物を含み、他のヒドロキシ
基を含まない。２個のヒドロキシ基を含有するアルコキシル化芳香族アルコールは、ジヒ
ドロキシアルコキシル化芳香族アルコールと呼ばれる。純粋に例示のために、分子内に構
造－［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］5－Ｈの基１個、構造－ＣＨ2－ＯＨの基１個を有し、他のヒドロキ
シ基を含まない化合物と同様に、ジヒドロキシアルコキシル化芳香族アルコールは分子内
に、構造－［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］5－Ｈの基２個を有する化合物を含み、他のヒドロキシ基を
含まない。
【００１５】
　本発明の化合物を定義するのに使用される「アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂
肪族カルボン酸のエステル」という用語は、化合物のエステルのクラスに共通の名称であ
る。本発明のエステルは、エステル基に結合された基の性質によって定義される。本発明
のエステルは、アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸から排他的にと
いうよりも、当分野で既知のどの方法によっても生成できることが理解されるべきである
。本発明のエステルは、モノカルボン酸およびモノヒドロキシアルコキシル化芳香族アル
コールのモノエステル、モノカルボン酸およびジヒドロキシアルコキシル化芳香族アルコ
ールのモノエステル、およびモノカルボン酸およびジヒドロキシアルコキシル化芳香族ア
ルコールのジエステルなどの化合物の複数の基を含む。ある他の種類の化合物は除外され
ないが、ポリエステルおよびオリゴエステルは、本発明の意味の範囲内のアルコキシル化
芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルではない。たとえばジカルボン酸（
またはジカルボン酸のジカルボキシ誘導体）およびジヒドロキシアルコキシル化芳香族ア
ルコールとの間の縮合反応の生成物は、本発明の意味の範囲内のアルコキシル化芳香族ア
ルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルではない。
【００１６】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸の好ましいエステルは構造
【化５】

を有し、式中、Ｒ’は少なくとも１つの芳香核ＲNを含有する有機部分であり；Ｒ”は、
脂肪族アルキル基であり；そして－［ＡＬＫ－Ｏ］－はアルコキシスペーサーである。
【００１７】
　芳香核ＲNは、置換を除いて６～２０の炭素原子を含有する。６および１０の炭素原子
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アントラセン核であり、それぞれ６、１０および１４の炭素原子を含有する。ベンゼン、
ナフタレンおよびアントラセン核の構造は、置換に利用できる炭素原子を命名法にしたが
って番号付けして、以下に示す。
【化６】

【００１８】
　基Ｒ’は、置換または非置換芳香核ＲNを含有してもよい。芳香核ＲN中に存在する置換
基の限定されない例は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、およびブチルな
どの低級アルキル；アリール；アリールアルキル；アルキルアリール；フルオロ、クロロ
およびブロモなどのハロ；アセトキシ；アルキルアセトキシ；アリールアセトキシ；カル
ボキシ；アルキルカルボキシ；ヒドロキシ；メトキシ、エトキシおよびプロポキシなどの
アルコキシ；およびアルキルヒドロキシを含む。
【００１９】
　基Ｒ’の芳香核ＲNは、アルコキシスペーサー－［ＡＬＫ－Ｏ］－に結合される。芳香
核ＲNは、アルコキシスペーサーに直接結合させてもよい。しかし１つの好ましい実施形
態において、基Ｒ’は、構造ＲN－（ＣＨp）n－を有し、ここで－（ＣＨp）n－は、核ＲN

をアルコキシスペーサーに結合する基である。基－（ＣＨp）n－は、直鎖または分岐、飽
和または不飽和でもよい；ｐは０、１、または２であり、そしてｎは１～６の範囲で変化
する。別の変形において、基Ｒ’は、構造ＲN－Ｏ－（ＣＨp）q－を有し、ここで－Ｏ－
（ＣＨp）q－は、核ＲNをアルコキシスペーサーに結合する基である。基－Ｏ－（ＣＨp）

q－は、直鎖または分岐、飽和または不飽和でもよい；ｐは０、１、または２であり、そ
してｑは１～８の範囲で変化する。
【００２０】
　基Ｒ’は、１、２、３またはそれ以上の芳香核ＲNを含有してもよい。１個の芳香核ＲN

を含有する基Ｒ’の限定されない例は、
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【化７Ａ】
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【化７Ｂ】

【００２１】
　２個の芳香核ＲNを含有する基Ｒ’の限定されない例は
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【化８】

である。
【００２２】
　３個の芳香核ＲNを含有する基Ｒ’の限定されない例は
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【化９】

である。
【００２３】
　アルコキシスペーサー－［ＡＬＫ－Ｏ］－は、同じまたは異なる数ｍの構造－（Ｒ’’
’Ｏ）m－の単位を有し、各Ｒ’’’は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、置換また
は非置換の、炭素原子１～６を有するアルキル基であり、ｍは１ないし３００の範囲であ
る。好ましくはアルコキシスペーサー－［ＡＬＫ－Ｏ］－は、ブロックで、ランダムに、
または交互パターンなどの任意の構造秩序で存在する、数ｘの構造－［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］－
のエトキシ単位および数ｙの構造
【化１０】

のプロポキシ単位を含む。発明のエステルを説明すると、アルコキシスペーサーの構造は
たとえば
【化１１】

として示される。そのような描写は、エトキシおよびプロポキシ単位の数のみを示し、ア
ルコキシスペーサーの基Ｒ’またはエステル基への結合の性質を示していない。さらにア
ルコキシスペーサーのそのような描写は、特に示さない限り、エトキシおよびプロポキシ
単位の構造秩序を示すものではない。たとえば
【化１２】

として示されるスペーサーは、プロポキシ基４個のブロックに結合されたエトキシ基４個
のブロックを示すのではない。しかし、４個のエトキシ単位および４個のプロポキシ単位
を有するアルコキシスペーサーが考慮されることを意味する。
【００２４】
　好ましくはアルコキシスペーサー－［ＡＬＫ－Ｏ］－は、エポキシ単位およびプロポキ
シ単位のみを含み、すなわちｍはｘおよびｙの和に等しく；ｘは０ないし１５０であり；
ｙは０ないし１５０であり；そしてｘおよびｙの和は１ないし３００の範囲である。エト
キシ基およびプロポキシ基の構成および量は、エステルの特性に実質的な影響を有するこ
とがある。従って皮膚軟化薬としての使用などのある用途では、２０未満であるｘおよび
ｙの和を有するエステルが好ましい。そのようなエステルの１つの群において、ｘは０に
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等しい。そのようなエステルの別の群において、ｙは０に等しい。そのようなエステルの
また別の群において、ｘ＞０、ｙ＞０、およびｘ＞ｙである。そのようなエステルのまた
別の群において、ｘ＞０、ｙ＞０、およびｙ＞ｘである。増粘剤としての使用などの他の
用途では、１００を超えるｘおよびｙの和を有するエステルが好ましい。
【００２５】
　脂肪族アルキル基Ｒ’’は直鎖または分岐、飽和または不飽和、置換または非置換でも
よく、１～３９の炭素原子を含有する。さらに好ましくは脂肪族アルキル基Ｒ’’は、芳
香族基を含まない。さらに好ましくは、１～２１の炭素原子を含有する脂肪族アルキル基
Ｒ’’である。なおさらに好ましくは、５～２１の炭素原子を含有するＲ’’基である。
最も好ましくは、基Ｒ’’には７～１７の炭素原子が見出される。
【００２６】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のさらに好ましいエステルは
、式（Ｉ）、（ＩＩ）または（ＩＩＩ）の化合物である。
【化１３】

　式中、Ｒ1は、
【化１４】

の構造の基であり；
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　Ｒ2、Ｒ3、およびＲ4は、同じであるかまたは異なってもよく、独立して水素、低級ア
ルキル、低級ハロゲン化アルキル、ヒドロキシ、低級アルキルヒドロキシ、ハロ、低級ア
ルコキシ、
【化１５】

であり；
　Ｒ5は
【化１６】

であり；
　Ｒ6は、低級アルキル、
【化１７】

であり；
　Ｒ7およびＲ8は、同じであるかまたは異なってもよく、独立して水素、ハロ、低級アル
キル、アリール、低級アルコキシ、または低級ハロゲン化アルキルであり；
　Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、およびＲ12は、同じであるかまたは異なってもよく、独立して水素
、ハロ、低級アルキル、低級アルコキシ、および低級ハロゲン化アルキルであり；
　Ｒ13は、基Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、およびＲ6のそれぞれにおいて同じであるかまた
は異なってもよく、１～３９の炭素原子、好ましくは１～２１の炭素原子、さらに好まし
くは５～２１の炭素原子、最も好ましくは７～１７の炭素原子を有する、直鎖または分岐
、飽和または不飽和、置換または非置換であるアルキル基であり；
　Ｒ14は、基Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、およびＲ4のそれぞれにおいて同じであるかまたは異なって
もよく、好ましくは１～６の炭素原子を含有する、直鎖または分岐、飽和または不飽和、
置換または非置換であるアルキル基であり、－Ｒ14－は、ｐが０、１または２であり、ｎ
が１～６の範囲で変化する基－（ＣＨp）n－であり；
　Ｒ15は、基Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、およびＲ4のそれぞれにおいて同じであるかまたは異なって
もよく、好ましくは１～８の炭素原子を含有する、直鎖または分岐、飽和または不飽和、
置換または非置換であるアルキル基であり、－Ｒ15－は、ｐが０、１または２であり、ｑ
が１～８の範囲で変化する基－（ＣＨp）q－であり；
　－［ＡＬＫ－Ｏ］－は、ブロックで、ランダムに、または交互パターンなどの任意の構
造秩序で存在する、構造－［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］－のエトキシ単位および数ｙの構造
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【化１８】

のプロポキシ単位を含むアルコキシスペーサーであり；ｘおよびｙはそれぞれ、基Ｒ1、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、およびＲ6のそれぞれにおいて、同じであるかまたは異なってもよ
く；ｘは０ないし１５０の範囲であり；ｙは０ないし１５０の範囲であり；そしてｘおよ
びｙの和は１ないし３００の範囲である。
【００２７】
　式（Ｉ）のエステル

【化１９】

は、１個のベンゼン環を有する、アルコキシル化芳香族アルコールの誘導体である。式（
Ｉ）のさらに好ましいエステルにおいて、Ｒ1は
【化２０】

であり；Ｒ2は、水素、
【化２１】

であり、そしてＲ3およびＲ4は独立して、水素、低級アルキルおよびハロゲン化低級アル
キルである。Ｒ2が水素でないエステルでは、パラ置換が好ましい。しかし好ましくは、
Ｒ2は水素であり、Ｒ3およびＲ4は独立して水素、メチル、エチルまたはプロピルである
。
【００２８】
　式（Ｉ）のエステルの限定されない例は
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(16) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

【化２４】

である。
【００２９】
　エトキシル化および／またはプロポキシル化フェノキシエタノールのエステル：

【化２５】

およびエトキシル化および／またはプロポキシル化シンナミルアルコールのエステル：
【化２６】

は、式（Ｉ）のさらに好ましいエステルである。
【００３０】
　アルコキシル化フェノキシエタノールのエステルの限定されない例は
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【化２７】

である。
【００３１】
　アルコキシル化シンナミルアルコールのエステルの限定されない例は
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【化２８】

ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－１０シンナミルパルミテート
【化２９】

　である。
【００３２】
　エトキシル化および／またはプロポキシル化ベンジルアルコールのエステルは特に好ま
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【化３０】

これらのエステルの１つの好ましい変形において、ｘは０ないし４０で変化し、ｙは０な
いし４０で変化し、そしてｘおよびｙの和は１ないし４０で変化し；さらに好ましくは、
ｘは０ないし３０で変化し、ｙは０ないし３０で変化し、そしてｘおよびｙの和は１ない
し３０で変化し；なおさらに好ましくは、ｘは０ないし２０で変化し、ｙは０ないし２０
で変化し、そしてｘおよびｙの和は１ないし２０の範囲で変化する。別の好ましい変形に
おいて、ｘは０ないし１５０で変化し、ｙは０ないし１５０で変化し、そしてｘおよびｙ
の和は７５ないし３００で変化し；さらに好ましくはｘおよびｙの和は１００ないし３０
０である。
【００３３】
　アルコキシル化ベンジルアルコールの１つの特に好ましいエステルは、ｘが０であり、
ｙが３であり、そしてＲ13が３個の炭素原子を含む、ＰＰＧ－３ベンジルミリステートで
ある。

【化３１】

ＰＰＧ－３ベンジルミリステート
【００３４】
　アルコキシル化ベンジルアルコールの別の特に好ましいエステルは、ｘが０であり、ｙ
が１０であり、そしてＲ13が３個の炭素原子を含む、ＰＰＧ－１０ベンジルプロピオナー
トである。
【化３２】

ＰＰＧ－１０ベンジルプロピオナート
【００３５】
　アルコキシル化ベンジルアルコールのエステルの別の限定されない例は、
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【化３３】

ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－１０ベンジルベヘナート
【化３４】

である。
【００３６】
　式（ＩＩ）のエステルは
【化３５】

ナフタレン核を含有するアルコキシル化芳香族アルコールの誘導体である。式（ＩＩ）の
好ましいエステルにおいて、Ｒ1は
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【化３６】

であり、Ｒ2は、水素、
【化３７】

である。
【００３７】
　式（ＩＩ）の二置換エステルでは、好ましい位置異性体は、
【化３８】
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である。
【００３８】
　Ｒ2が水素である式（ＩＩ）の一置換エステルがさらに好ましい。式（ＩＩ）の二置換
エステルが特に好ましい。
【化３９】

【００３９】
　式（ＩＩ）のエステルの限定されない例は
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【化４０】



(24) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

【化４１Ａ】



(25) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

【化４１Ｂ】

である。
【００４０】
　式（ＩＩＩ）のエステルは

【化４２】

２以上のベンゼン核を有する、各種のビスフェノール型化合物の誘導体である。式（ＩＩ
Ｉ）の好ましいエステルにおいて、Ｒ5は上で定義したとおりであり、Ｒ6は、－［ＡＬＫ
－Ｏ］－Ｈまたは

【化４３】

であり；Ｒ7は、水素、メチルまたはトリフルオロメチルであり；Ｒ8は、水素、メチル、
トリフルオロメチル、－ＣＨＣｌ2または

【化４４】



(26) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

であり；そしてＲ9、Ｒ10、Ｒ11、およびＲ12は独立して水素またはメチルである。
【００４１】
　式（ＩＩＩ）のエステルの好ましい基は
【化４５】

ビスフェノールＡ
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【化４７】

の誘導体を含む。
【００４２】
　式（ＩＩＩ）のエステルの限定されない例は、

【化４８】

ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡジステアレート
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【化４９Ａ】

ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡＦモノステアレート
【化４９Ｂ】

ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡモノラウラート
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【化５０Ａ】

ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡＦモノラウラート
【化５０Ｂ】

ジ－（ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡジオレアート
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ジ－（ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡモノミリステート
【化５１Ｂ】

ジ－（ＰＥＧ－２，ＰＰＧ－２）ビスフェノールＡモノパルミテート
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【化５２Ａ】

ジ－（ＰＥＧ－４，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡジベヘナート
および
【化５２Ｂ】

ジ－（ＰＰＧ－５）ビスフェノールＥジカプラート
である。
【００４３】
　本発明のエステルは、各種の方法で調製できる。アルコキシル化芳香族アルコールおよ



(33) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

び脂肪族カルボン酸の好ましいエステルは反応：
【化５３】

の生成物であり、ここでＲ’、Ｒ’’および－［ＡＬＫ－Ｏ］－は生成物エステルに関し
て上で定義したとおりであり、そしてＲ*は、水素、低級アルキル基、またはカルボキシ
ラート基である。従ってＡＡＬは芳香族アルコキシル化アルコールであり、ＦＡは脂肪族
カルボン酸、エステルまたは無水物などの脂肪族カルボン酸の誘導体、またはその混合物
である。脂肪族カルボキシル基を含有する天然油、合成油およびトリグリセリドも反応性
ＦＡとして使用できる。
【００４４】
　適切な脂肪族カルボン酸の限定されない例は、ミスチリン酸、プロピオン酸、カプリン
酸、ラウリル酸、ベヘン酸、エルカ酸、リノール酸、モンタン酸、フェニル酢酸、オレイ
ン酸、ステアリン酸、パルミチン酸、ココヤシ油誘導酸混合物、ヤシ油誘導酸混合物、お
よびその混合物を含む。
【００４５】
　適切なアルコキシル化アルコールの限定されない例は、アルコキシル化ベンジルアルコ
ール、アルコキシル化フェノキシエタノール、アルコキシル化シンナミルアルコール、ア
ルコキシル化フェノキシ－ｎ－プロパノール、アルコキシル化フェノキシ－ｉ－プロパノ
ール、およびその混合物を含む。適切なアルコキシル化アルコールの他の限定されない例
は、アルコキシル化ビスフェノールＡ、アルコキシル化ビスフェノールＡＦ、アルコキシ
ル化ビスフェノールＡＰ、アルコキシル化テトラメチルビスフェノールＡ、アルコキシル
化ビスフェノールＦ、アルコキシル化ビスフェノールＥ、アルコキシル化ビスフェノール
Ｃ、アルコキシル化ビスフェノールＭ、アルコキシル化ビスフェノールＰ、アルコキシル
化ビスフェノールＳ、アルコキシル化ビスフェノールＺおよびその混合物を含む。
【００４６】
　アルコキシル化芳香族アルコール（ＡＡＬ）の合成は通例、相当する芳香族アルコール
のアルコキシル化を包含する。以下の反応スキームは、アルコキシル化反応を説明し、ベ
ンジルアルコール：
【化５４】

およびｐ－ジ－メチルヒドロキシベンジルジオール：
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【化５５】

のエトキシル化／プロポキシ化を示す。
【００４７】
　好ましくはアルコキシル化は、エチレンオキシド、プロピレンオキシドまたはエチレン
オキシドおよびプロピレンオキシドの混合物によって実施される。モノヒドロキシ芳香族
アルコール（たとえばベンジルアルコール、シンナミルアルコール、フェノキシエタノー
ルなど）のアルコキシル化は、アルコキシ鎖の末端にヒドロキシ基１個を有するアルコキ
シル化芳香族アルコールを与える。ジヒドロキシ芳香族アルコールのアルコキシル化は通
例、各アルコキシ鎖の末端にヒドロキシ基２個を有するアルコキシル化芳香族アルコール
を与える。
【００４８】
　アルコキシル化反応は、対称または非対称アルコキシル化アルコールを生成することが
ある。アルキルオキシド（たとえばエチルオキシドおよびプロピルオキシド）の添加順序
は、エトキシおよびプロポキシ単位の構造秩序、および結合順序を含む最終エステルにお
けるアルコキシ置換の性質を変化させるために使用できる。たとえば、アルキルオキシド
は連続して、または他の所望の方法で混合物に添加でき、従ってアルコキシ置換の順序を
変化させる。反応区域に導入されるアルキルオキシドの量および選択されたアルキルオキ
シドとの反応の持続時間は、開始芳香族アルコールに添加されるアルキルオキシドのモル
数を決定する。エステル中のエトキシおよびプロポキシ単位の数は、その特性に影響を及
ぼす。従ってエトキシル化の量の増加は、エステルの溶解性／分散性を向上させるために
使用され、同時にプロポキシル化の量の増加は流動性を向上させる。
【００４９】
　アルコキシル化反応は、アルカリ性水酸化物ならびに酸化物、プロトン酸ならびにルイ
ス酸、アミン、第四級アンモニウム化合物、水、および触媒混合物などの触媒の存在下で
、酸性または塩基性触媒作用を通じて進行する。特に適切な触媒はたとえば、水酸化カリ
ウム、ナトリウムメトキシド、水素化ホウ素ナトリウム、三フッ化ホウ素、塩化第二スズ
、および硫酸を含む。好ましい触媒は、水酸化カリウムまたは水酸化ナトリウム、ナトリ
ウムメトキシド、水素化ホウ素ナトリウムまたはその混合物である。
【００５０】
　触媒は好ましくは、所望のアルコキシル化アルコールの重量の約０．１～約２．０重量
％の量で使用される。反応は好ましくは、無水条件下で約１１０℃～約２００℃にて、約
１０ｐｓｉｇ～約８０ｐｓｉｇの圧力下で実施される。より高い温度および圧力も利用で
きる。反応が完了した後、触媒を中和するために酸（たとえばリン酸または酢酸）を導入
してもよい。
【００５１】
　アルコキシル化反応で生成したアルコキシル化芳香族アルコールは次に、エステル化さ
れ、本発明のアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを与え
る。エステル化反応は、従来の方法で実施してもよい。通例、アルコールおよび脂肪酸の
化学量論的量が適切な触媒の存在下で化合される。試薬の１つの化学量論的にやや過剰量
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含む。
【００５２】
　一般に、芳香族アルコキシル化アルコール、酸および触媒は、混合しながら化合させて
、反応混合物を生成させる。反応混合物は８ｍｇＫＯＨ未満の、好ましくは５ｍｇＫＯＨ
未満の酸化が得られるまで、約１５５℃～約２５０℃、好ましくは約１７０℃～２２０℃
の温度にて混合しながら加熱する。反応混合物は８５℃以下に冷却し、水で洗浄する。エ
ステル層を分離し、０．２パーセント未満の含水率が得られるまで真空下で加熱する。
【００５３】
　ヒドロキシ基１個を有するアルコキシル化芳香族アルコールのエステル化は、簡単であ
る。脂肪酸または脂肪酸の誘導体の化学量論的過剰量が供給される場合、アルコキシル化
芳香族アルコールは反応において完全に消費され、アルコキシル化芳香族アルコールおよ
び脂肪酸のモノエステルが与えられる。以下の反応スキームは、ミスチリン酸によるＰＥ
Ｇ－４、ＰＰＧ－４ベンジルエーテルのエステル化を示し、４－ＰＥＧ－４－ＰＰＧベン
ジルミリステートが与えられる。
【化５６】

【００５４】
　エステル化可能である２個以上のヒドロキシ基を有するアルコキシル化芳香族アルコー
ルのエステル化は、モノエステル、ジエステルなどを生じる。エステル化生成物の性質は
、脂肪族カルボン酸（またはその誘導体）およびアルコキシル化芳香族アルコールの相対
比によって変わる。たとえば２個のヒドロキシ基を有するアルコキシル化芳香族アルコー
ルのエステル化は、要望どおり、一方または両方のヒドロキシ基のエステル化を引き起こ
す。アルコキシル化芳香族アルコールの化学量論的過剰量が反応混合物中に存在する場合
、モノエステルが優勢な生成物である。反対に、脂肪酸の化学量論的過剰量が使用される
場合、優勢な生成物はジエステルである。
【００５５】
　以下の反応スキームは、ミスチリン酸によるＰＥＧ－４，ＰＰＧ－４　ｐ－ジ－メチル
ヒドロキシベンジルエーテルのエステル化を示し、反応物の相対比によって、ジ－または
モノ－ミリステートのどちらかが与えられる。
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【化５７】

【００５６】
　米国特許第５，６９３，３１６号、第５，５９７，５５５号、第５，４５５，０２５号
、および第５，３０２，３７７号のアルコキシル化およびエステル化反応を含む、調製方
法の説明は、そのような説明が本発明のエステルの調製に関する程度に、参照により本明
細書に組み入れられている。
【００５７】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルは、化粧品および
パーソナルケア製品用の成分または添加剤として有用である。本明細書で述べるエステル
は好ましくは、皮膚軟化薬、可溶化剤、希釈剤、可塑剤、および／または増粘剤として利
用される。パーソナルケアおよび化粧品製品の成分として、アルコキシル化芳香族アルコ
ールおよび脂肪族カルボン酸のエステルは、調合者にとって１以上の重要な利点を供給す
る。第一に、本発明のエステルを含有する調合物は、化粧品およびパーソナルケア製品に
望ましいべたつかない皮膚触感を有する。これはもちろん、調合物の他の成分によって変
わる。
【００５８】
　さらに、アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のあるエステル中で
の化粧品製品のある機能性成分の溶解度は、従来使用されている皮膚軟化薬中での同一の
活性成分の溶解度よりも高いことが、驚くべきことに見出されている。たとえば、サンス
クリーン製品調合物の既知のサンスクリーン活性成分である、ＰＰＧ－３ベンジルミリス
テート中でのベンゾフェノン－３の溶解度は、参照により本明細書に組み入れられている
米国特許第４，３２３，６９４号で述べられている既知の皮膚軟化成分である、Ｃ12、Ｃ

13、Ｃ14、およびＣ15直鎖第一級アルコールの安息香酸エステルの混合物中におけるベン
ゾフェノン－３の溶解度よりも大きい。第４，３２３，６９４号特許に述べられている皮
膚軟化成分の等しい量に溶解される量よりも１０％以上多いベンゾフェノン－３の量を溶
解する、アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルが好ましい
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。
【００５９】
　本発明のエステルの調製物の合成方法が、エステルを含有する化粧品およびパーソナル
ケア製品の特性を変化させる能力を提供することは、別の利点である。たとえばアルコキ
シスペーサー中のエトキシ基およびプロポキシ基の比を変化させることによって、界面活
性剤系中のエステルの流動性および／または分散性は、調合者の要望に応じて変更するこ
とができる。さらなる流動性を付与するために、エステルのアルコキシスペーサーにプロ
ポキシ単位を含ませてもよい。反対に、エステルの溶解度／分散性を向上させるために、
エトキシ単位を含ませてもよい。
【００６０】
　製品に低い延展特性を付与する化合物は、より濃厚で、さらに均質なフィルムの形成を
可能にする。そのような化合物は、たとえば高い耐洗浄性および高いＳＰＦ値を備えたサ
ンスクリーン調合物を得るために望ましい。したがって、１０未満の皮膚延展係数または
２０，０００ｃｐｓ未満の粘度を有するアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カ
ルボン酸のエステルが好ましい。さらに好ましいエステルは、５未満の皮膚延展係数また
は１０，０００ｃｐｓ未満の粘度を有する。低い延展係数および粘度の両方を示すエステ
ルがなおさらに好ましい。
【００６１】
　皮膚延展係数は、たとえば製品５マイクロリットルを、前腕の掌側表面上の直径３．１
４ｃｍの円に塗布することによって決定される。製品は円内に均一に延展され、１５分の
期間にわたって延展される。次に試験部位および前腕の周辺領域に、ＦＤ＆Ｃ　Ｂｌｕｅ
　Ｎｏ．１の１％溶液を噴霧する。青色染料によって染色されなかった領域は、製品が延
展しなかった領域を示す。皮膚延展係数は、生じた領域を最初の領域で割ることによって
得られる。本発明により、本発明のエステルを含有する試験調合物は、好ましくは約１０
未満の、さらに好ましくは約５未満の皮膚延展係数を有する。
【００６２】
　所望の顔料湿潤特性は、本発明のエステルを使用することによっても得られる。顔料湿
潤特性は、染料スラリーを調製することおよび粘度を測定することによって決定する。た
とえばスラリーは、本発明のアルコキシル化脂肪族アルコールジカルボン酸エステルを３
５パーセントのマイカまたは他の染料と混合することによって調製できる。スラリーの粘
度は、スラリーを５分間放置した後に決定する。粘度が低くなればなるほど、エステルの
顔料湿潤特性は良好になる。好ましくは本発明により、生じた染料スラリーの粘度は、エ
ステル６５％、顔料混合物３５％（重量％で測定）に基づいて、約２０，０００ｃｐｓ、
さらに好ましくは約１０，０００ｃｐｓ未満となる。異なる試験混合物を使用する場合、
粘度は変化するであろう。
【００６３】
　従って本発明は、本明細書で述べるアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カル
ボン酸のエステルを含む、パーソナルケアまたは化粧品製品組成物を提供する。そのよう
な組成物は本明細書では、最終製品組成物と呼ぶ。本発明の最終製品組成物は、アルコキ
シル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸の少なくとも１つのエステルを、組成物
の約０．１～約９９重量％含有する。製品組成物中のエステルの量は、具体的な用途およ
び調合物の設計によって変わる。好ましくは本発明のエステルは、製品組成物の約０．１
～約４０重量％、さらに好ましくは約０．１～約１０重量％、さらになお好ましくは約０
．５～約２重量％の量で存在する。しかし製品の性質によって、異なる量が好ましいこと
もある。
【００６４】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルに加えて、本発明
の最終製品組成物は、従来およびそれ以外の両方の、活性および追加成分を含む、各種の
機能性成分を含んでもよい。成分を含有または除外する決定および具体的な活性および追
加成分の選択は、具体的な用途および製品調合物によって変わる。「活性」成分と「追加
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成分」との区分は人為的であり、具体的な用途および製品タイプに依存する。１つの用途
または製品における「活性」成分である物質は、別のものにおいて「追加」成分であり、
逆も同様である。
【００６５】
　従ってアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルに加えて、
本発明の最終製品組成物は、組成物の０．２～約６０重量％、好ましくは約３～約４０重
量％、さらに好ましくは約５～２５重量％の量で存在する、１以上の活性成分を含んでも
よい。活性成分は、製品の機能に関連するある利点を提供する。活性成分の限定されない
例は、サンスクリーン化合物、有機および無機の両方の、顔料、生物活性物質などの皮膚
および毛髪回復剤、保湿剤、皮膜形成剤、ヘアカラー、メイクアップ剤、洗浄剤、増粘剤
、乳化剤、防腐薬、脱臭活性物質および界面活性洗浄剤、毛髪コンディショニング剤、皮
膚コンディショニング剤、毛髪スタイリング剤、フケ防止剤、毛髪成長促進剤、香料、防
腐薬、界面活性剤および経皮送達のための局所目的に有用な医薬品を含む。他の適切な活
性成分および活性成分の具体的なタイプは、本明細書の一般成分の節で見出すことができ
る。
【００６６】
　活性成分の各タイプには、１以上の化合物が存在することがある。同様に、１を超える
活性成分のタイプが製品組成物に存在してもよい。活性成分の選択は、所望の化粧品また
はパーソナルケア製品の性質によって変わる。たとえばサンスクリーンは、サンスクリー
ンローション、シャンプー、毛髪ケアローションなどで使用できる。活性成分の選択は、
所望の化粧品またはパーソナルケア製品に依存する。たとえばサンスクリーン活性物質は
、サンスクリーンローション、シャンプー、薬用シャンプー、毛髪ケアローションなどに
使用することができる。
【００６７】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルおよび活性成分に
加えて、本発明の組成物は、１以上の追加の皮膚軟化薬、洗浄剤、乳化剤、湿潤剤、酸化
防止剤、柔軟剤、潤滑剤、浸透剤、可塑剤、溶媒および共溶媒、サンスクリーン添加剤、
分散剤、制汗剤、コンディショナー、増粘剤、保存料、抗菌剤、緩衝剤、キレート化剤、
発泡剤、カップリング剤、タンパク質、塩、エッセンシャルオイルおよび香料を含んでも
よい。
【００６８】
　本発明の最終製品組成物は、液体、ゲル、クリーム、エマルジョン、エアゾールおよび
非エアゾールスプレー、マイクロエマルジョン、フォーム、および固体の形であり、透明
または不透明である。透明調製物が好ましい。本明細書で述べる製品の形のものを含む本
発明の最終製品組成物は、皮膚と毛髪の両方に使用できる。本発明の最終製品組成物は、
家庭用洗浄製品、家庭用洗浄液体および他の同様の製品の形を有することもある。
【００６９】
　本発明の最終製品組成物は、これに限定されるわけではないが、局所調製物を含む、水
性および非水性調製物として調合できる。アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族
カルボン酸のエステルに加えて、本発明の局所調製物は、本明細書の成分の節で述べる、
各種の活性、追加および随意の成分を含有することができる。たとえば追加の、鉱油など
の皮膚軟化薬、ワセリン、香料、タンパク質、湿潤剤、塩、保存料、エッセンシャルオイ
ルなどが本発明の局所調製物に含まれる。
【００７０】
　本発明の水性局所調製物は、本発明のアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カ
ルボン酸のエステルを、組成物の約０．２０～約６０．０重量％、好ましくは約３．０～
約４０．０重量％、さらに好ましくは５～２５重量％の量で、および１以上の活性成分を
、組成物の約０．２０～約６０．０重量％、好ましくは約３．０～約４０．０重量％、さ
らに好ましくは５～３０重量％の量で含有する。組成物で追加の従来の皮膚軟化薬を使用
する場合、それらは本発明のエステル化合物に対して約１０：１～約１：１０部の比で存



(39) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

在する。残りは一般に賦形剤および水または一部の水性溶媒系である。
【００７１】
　本発明の非水性局所調製物は、アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン
酸のエステルを、組成物の約０．１０～約９９．０重量％、好ましくは約１０～約９０．
０重量％、およびさらに好ましくは約１５～約７５重量％の量で、および１以上の活性成
分を、組成物の約０．２０～約９９．０重量％、好ましくは約１０～約９０．０重量％、
およびさらに好ましくは約１５～約７５重量％の量で含有する。組成物で追加の従来の皮
膚軟化薬を使用する場合、それらは本発明のエステル化合物に対して約１０：１～約１：
１０の比で含まれる。
【００７２】
　本発明の最終製品組成物の限定されない例は、ローション、ゲル、スプレーなどの毛髪
および／または皮膚用のサンスクリーン組成物、ハンドクリーナー、浴用組成物、バブル
バス製品、サンタンオイル、制汗剤および／または脱臭組成物、香水およびコロン、コー
ルドクリーム、シェービング製品およびプレシェーブ、脱臭剤、局所用薬用軟膏、皮膚保
湿剤、顔用洗浄剤、クレンジングクリーム、皮膚用ゲル、シャンプー、ヘアコンディショ
ナー、洗浄剤、家庭用洗浄製品、不織布トワレ、メイクアップ製品、リップスティック製
品、マスカラ、およびヘアカラー製品を含む。
【００７３】
　本発明のエステルは、ある化粧品およびパーソナルケア製品での使用に特に適切である
。好ましい製品は、シャンプー、ヘアコンディショナー、サンスクリーン製品調合物、制
汗剤、ベビーシャンプー、ベビーバス製品、手洗い用食器洗浄液、ボディウォッシュ、洗
顔料、およびベビーワイプを含む。
【００７４】
　本発明の特に好ましい最終製品組成物は、制汗剤製品およびサンスクリーン製品調合物
である。そのようなさらに好ましい組成物は好ましくは、皮膚または毛髪に局所的に塗布
される。本発明のエステルは、シクロメチコン化合物などのケイ素液体と高度に適合性で
ある。シクロメチコンは、揮発性化合物であり、制汗剤製品に含まれることが多い。しか
し、制汗剤製品において望ましいシクロメチコンの揮発性によって、調合物加工中にそれ
らを取扱うことが困難になる。驚くべきことに、アルコキシル化芳香族アルコールおよび
脂肪族カルボン酸のあるエステルが、制汗剤製品でのその性能に実質的に影響を及ぼすこ
となく、処理中のシクロメチコンの揮発性を低下させることが発見されている。従って発
明は、組成物の約０．１～約４０重量％、さらに好ましくは約１～２０重量％の量で存在
するアルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステル、組成物の約１
～約２０重量％、さらに好ましくは約５～約１５重量％の量で存在する１以上の制汗剤活
性物質、および組成物の約１～約４０重量％、さらに好ましくは約２～約２０重量％の量
で存在する１以上のシクロメチコン化合物を含む、制汗剤製品組成物も提供する。本発明
のエステルおよび少なくとも１つのシクロメチコン化合物の原材料ブレンドも検討される
。そのようなブレンドは好ましくは、約２０～約８０％のエステルおよび約２０～約８０
％の少なくとも１つのシクロメチコン化合物を含有する。アルコキシル化芳香族アルコー
ルおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有する制汗剤製品組成物は、伝統的に含まれる
ものを含め、各種の他の成分も含む。そのような成分の限定されない例は、アルミニウム
ジルコニウムテトラクロロハイドレックス－グリシンなどのアルミニウムジルコニウム錯
体；アルミニウムクロロハイドレート；ナトリウムアルミニウムクロロヒドロキシルアセ
テート；アルミニウムクロロハイドレックスＰ．Ｇ．；ジプロピレングリコール、ヘキサ
レングリコールなどのグリコール；フェニルトリメチコンなどのシリコーン；タルクなど
；ヒドロキシエチルセルロースなど；ＰＥＧジステアレートなど；イソプロピルミリステ
ートなどの脂肪族エステル；イソセテス－２０などのアルコキシル化アルコール；エタノ
ール；ポリデカンなど；ポリエチレン；シリカ；セチル、ステアリルおよびセテアリルな
どの脂肪族アルコール；水素化ヒマシ油などの水素化植物油；グリセリルベヘナート；Ｃ

18～36酸トリグリセライド；およびＣ18～36酸グリコールエステルである。他の適切な具
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体的な成分は、本明細書の一般成分の節で述べる。
【００７５】
　本発明のエステルは、サンスクリーンローション、サンスクリーンローションスプレー
、ＵＶ保護シャンプーおよびコンディショナー、サンプロテクション機能を有する化粧品
調合物などのサンスクリーン製品調合物の成分としても特に有用である。従って本発明は
、組成物の約０．５～約６０重量％、さらに好ましくは約１～約４０重量％の量で存在す
る本発明のエステル、および組成物の約０．１～３０重量％、さらに好ましくは約１～約
２０重量％の量で存在する１以上のサンスクリーン活性成分を含むサンスクリーン製品組
成物も提供する。本発明のサンスクリーン製品調合物で使用できるサンスクリーン活性成
分の限定されない例は、ｐ－アミノ安息香酸、サリチレート、フェルラ酸誘導体、フェニ
ルベンズイミダゾールスルホン酸、ベンゾフェノンスルホン酸、ベンゾフェノン、チオク
ト酸誘導体、油溶性シンナメートなどを含む。本発明のサンスクリーン製品中に存在する
サンスクリーン活性成分は、ベンゾフェノン－３、オクチルメトキシシンナメート、フェ
ニルベンズイミダゾールスルホン酸、メチルアンスラニレート、シンナミドプロピルトリ
モニウムクロリドなどの非イオン性、カチオン性およびアニオン性ＵＶ吸収化合物を含む
。サンスクリーン活性成分の他の具体的な限定されない例は、パラ－アミノ安息香酸、ベ
ンゾフェノン－１、ベンゾフェノン－１、ベンゾフェノン－２、ベンゾフェノン－４、ベ
ンゾフェノン－５、ベンゾフェノン－６、ベンゾフェノン－８、ベンゾフェノン－１２、
メトキシシンナメート、アヴォベンゾン、エチルジヒドロキシプロピルパラ－アミノ安息
香酸、グリセリルパラ－アミノ安息香酸、メチルアンスラニレート、オクトクリレン、オ
クチルジメチルパラ－アミノ安息香酸、オクチルサリチレート、酸化亜鉛、二酸化チタン
、および赤色ワセリンを含む。１つの好ましい実施形態において、式（ＩＩ）のエステル
はアヴォベンゾンと併せて使用される。
【００７６】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するサンス
クリーン製品組成物は、伝統的に含まれるものを含め、各種の他の成分を含有してもよい
。本発明のサンスクリーン製品組成物中に存在する、そのような成分の限定されない例は
、鉱油；オクチルパルミテートなどの脂肪酸エステル；オレス－１０、ＰＥＧ－１０セチ
ルアルコールなどの乳化剤；セチルホスフェートまたはジセチルホスフェートなどの非ア
ルコキシル化アルコールホスフェートエステル；ＰＥＧ－１０セチルホスフェートなどの
アルコキシル化アルコールホスフェートエステル；カルボマー型などのポリマー乳化剤；
酸化亜鉛および二酸化チタンなどの物理的阻害剤；セチル、ステアリルおよびセテアリル
などの脂肪族アルコール；ビタミンＥ、Ｃなどのビタミン；ＢＨＴ、ＢＨＡなどの酸化防
止剤である。他の適切な具体的な成分は、本明細書の一般成分の節で述べる。
【００７７】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するシャン
プーは、伝統的に含まれるものを含め、各種の成分を含むことができる。そのような成分
の限定されない例は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル
硫酸ナトリウム、およびラウレス硫酸ナトリウム；両性界面活性剤（たとえば、ココアン
フォグリシナート、ココアミドプロピルベタインなど）；ココアミンオキシドなどのアミ
ンオキシド；たとえばポリクワット１０（ｐｏｌｙｑｕａｔ１０）などのセルロースおよ
びカチオン性セルロース；グァーガムおよびカチオン性グァーガム；ベンゾフェノン－３
、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、メンチルアンスラニレート、シンナミドプロ
ピルトリモニウムクロリド、およびオクチルメトキシシンナメートなどのＵＶ吸収化合物
；シリコーン液（シクロメチコン）および改質シリコーン液（アモジメチコン）；植物抽
出物；およびオクチルステアレートおよび小麦胚種油などの脂肪族エステルならびにトリ
グリセリドである。他の適切な具体的な成分は、本明細書の一般成分の節で述べる。
【００７８】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するベビー
シャンプーおよびベビーバスは、伝統的に含まれるものを含め、各種の成分を含有しても
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よい。そのような成分の限定されない例は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸ア
ンモニウム、ラウリル硫酸ナトリウム、およびラウレス硫酸ナトリウム；ココアンフォグ
リシナート、ココアミドプロピルベタインなどの両性界面活性剤；ココアミンオキシドな
どのアミンオキシド；ポリクワット１０（ｐｏｌｙｑｕａｔ１０）などのセルロースおよ
びカチオン性セルロース；グァーガムおよびカチオン性グァーガム；ベンゾフェノン－３
およびオクチルメトキシシンナメートなどのＵＶ吸収化合物；シリコーン液（シクロメチ
コン）および改質シリコーン液（アモジメチコン）；植物抽出物；オクチルステアレート
および小麦胚種油などの脂肪族エステルならびにトリグリセリド；ＰＥＧ－３０グリセリ
ルココアートなどのアルコキシル化グリセリド；ポリソルベート２０などのアルコキシル
化ソルビタンエステル；およびトリデセス－１０（ｔｒｉｄｅｃｅｔｈ－１０）カルボキ
シラートなどのカルボキシル化界面活性剤である。他の適切な具体的な成分は、本明細書
の一般成分の節で述べる。
【００７９】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するボディ
およびフェイシャルウォッシュは、伝統的に含まれるものを含め、各種の成分を含むこと
ができる。そのような成分の限定されない例は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫
酸アンモニウム、ラウリル硫酸ナトリウム、およびラウレス硫酸ナトリウム；ココアンフ
ォグリシナート、ココアミドプロピルベタインなどの両性界面活性剤；ココアミンオキシ
ドなどのアミンオキシド；ポリクワット１０（ｐｏｌｙｑｕａｔ１０）などのセルロース
およびカチオン性セルロース；グァーガムおよびカチオン性グァーガム；ベンゾフェノン
－３およびオクチルメトキシシンナメートなどのＵＶ吸収化合物；シリコーン液（シクロ
メチコン）および改質シリコーン液（アモジメチコン）；植物抽出物；オクチルステアレ
ートおよび小麦胚種油などの脂肪族エステルならびにトリグリセリド；ＰＥＧ－３０グリ
セリルココアートなどのアルコキシル化グリセリド；ポリソルベート２０などのアルコキ
シル化ソルビタンエステル；トリデセス－１０（ｔｒｉｄｅｃｅｔｈ－１０）カルボキシ
ラートなどのカルボキシル化界面活性剤；ラノリンおよびラノリンクワッツ（ｌａｎｏｌ
ｉｎ　ｑｕａｔｓ）；およびワセリンである。他の適切な具体的な成分は、本明細書の一
般成分の節で述べる。
【００８０】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するヘアコ
ンディショナーは、伝統的に含まれるものを含め、各種の他の成分も含有してもよい。そ
のような成分の限定されない例は、ベヘントリモニウムクロリドなどの脂肪族ｑｕａｔｓ
；セチルアルコールなどの脂肪族アルコール；ポリクワット１０（ｐｏｌｙｑｕａｔ１０
）などのセルロースおよびカチオン性セルロース；グァーガムおよびカチオン性グァーガ
ム；ベンゾフェノン－３、オクチルメトキシシンナメート、フェニルベンズイミダゾール
スルホン酸、メンチルアンスラニレート、シンナミドプロピルトリモニウムクロリドなど
の非イオン性、カチオン性およびアニオン性ＵＶ吸収化合物；シリコーン液（シクロメチ
コン）および改質シリコーン液（アモジメチコン）；植物抽出物；オクチルステアレート
および小麦胚種油などの脂肪族エステルならびにトリグリセリド；ジセチルホスフェート
およびＰＥＧ－２０セチルホスフェートなどの脂肪族アルキルホスフェートエステル、ポ
リソルベート２０などのアルコキシル化ソルビタンエステル；トリデセス１０（ｔｒｉｄ
ｅｃｅｔｈ－１０）カルボキシラートなどのカルボキシル化界面活性剤である。他の適切
な具体的な成分は、本明細書の一般成分の節で述べる。
【００８１】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸を含有する手洗い用食器洗浄
液は、伝統的に含まれるものを含め、各種の他の成分も含有してもよい。そのような成分
の限定されない例は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル
硫酸ナトリウム、およびラウレス硫酸ナトリウム；ドデシルベンゼンスルホネートのナト
リウムおよびマグネシウム塩；コカミドＤＥＡまたはココアミドＭＥＡなどのアルカノー
ルアミド；ココアンフォグリシナート、ココアミドプロピルベタインなどの両性界面活性
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【００８２】
　アルコキシル化芳香族アルコールおよび脂肪族カルボン酸のエステルを含有するベビー
ワイプは、伝統的に含まれるものを含め、各種の他の成分も含有してもよい。そのような
成分の限定されない例は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウ
リル硫酸ナトリウム、およびラウレス硫酸ナトリウム、ココアンフォグリシナート、ココ
アミドプロピルベタインなどの両性界面活性剤；ココアミンオキシドなどのアミンオキシ
ド；ポリクワット１０（ｐｏｌｙｑｕａｔ１０）などのセルロースおよびカチオン性セル
ロース；グァーガムおよびカチオン性グァーガム；ベンゾフェノン－３およびオクチルメ
トキシシンナメートなどのＵＶ吸収化合物；シリコーン液（シクロメチコン）および改質
シリコーン液（アモジメチコン）；植物抽出物；オクチルステアレートおよび小麦胚種油
などの脂肪族エステルならびにトリグリセリド；ＰＥＧ－３０グリセリルココアートなど
のアルコキシル化グリセリド；ＰＥＧ－７５ラノリン；ポリソルベート２０などのアルコ
キシル化ソルビタンエステル；トリデセスー１０（ｔｒｉｄｅｃｅｔｈ－１０）カルボキ
シラートなどのカルボキシル化界面活性剤；セチルホスフェートまたはジセチルホスフェ
ートなどの非アルコキシル化アルコールホスフェートエステル；ＰＥＧ－１０セチルホス
フェートなどのアルコキシル化アルコールホスフェートエステルである。他の適切な具体
的な成分は、本明細書の一般成分の節で述べる。
【００８３】
　以下の成分も、本発明の組成物中に存在することがある。
【００８４】
［界面活性剤］
　界面活性剤は、１以上の非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界
面活性剤、両性界面活性剤、両性イオン界面活性剤、およびその混合物を含め、本発明の
組成物中に存在する。本発明の組成物と併せて使用できる界面活性剤の一部については、
ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎのＤｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ（１９
８６）、米国特許第５，１５１，２１０号、第５，１５１，２０９号、第５，１２０，５
３２号、第５，０１１，６８１号、第４，７８８，００６号、第４，７４１，８５５号、
米国特許第４，７０４，２７２号、第４，５５７，８５３号、第４，４２１，７６９号、
第３，７５５，５６０号を参照のこと；すべて参照によりその全体が本明細書に組み入れ
られている。
【００８５】
［カチオン性界面活性剤］
　各種のカチオン性界面活性剤が本発明の組成物中に存在してもよい。本発明の組成物中
に存在するカチオン性界面活性剤の量および性質は、組成物の性質に依存する。最終製品
組成物において、カチオン性界面活性剤の総量は、本明細書で述べるそのアルコキシル化
エステルを含め、製品組成物の０．１～約４０重量％、さらに好ましくは約０．１～約１
５重量％、なおさらに好ましくは約０．５～約２重量％の範囲で変化する。しかし製品の
性質によって、カチオン性界面活性剤の異なる量が好ましいことがある。適切な追加のカ
チオン性界面活性剤は、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ、Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　＆　Ｅｍｕｌｓ
ｉｆｉｅｒｓ、（Ｍ．Ｃ．Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．１９７９）；米国特許第３，１
５５，５９１号、第３，９２９，６７８号、第３，９５９，４６１号、第４，３８７，０
９０号に開示されており、それらは参照により本明細書に組み入れられている。
【００８６】
［アンモニウムクワッツ（Ａｍｍｍｏｎｉｕｍ　ｑｕａｔｓ）］
　本発明の組成物は、式



(43) JP 4643907 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

【化５８】

の第四級アンモニウムカチオン性界面活性剤を含み、式中、Ｘおよびａは、前に上記した
とおりであり、Ｑ1は、Ｃ12～Ｃ22アルキル、Ｃ12～Ｃ22アルキルアミドＣ1～Ｃ6アルキ
レン、Ｃ12～Ｃ22アルキルヒドロキシであり；Ｑ2は、Ｃ12～Ｃ22アルキル、Ｃ12～Ｃ22

アルキルアミドＣ1～Ｃ6アルキレン、Ｃ12～Ｃ22アルキルヒドロキシ、ベンジル、または
Ｃ1～Ｃ6アルキル；Ｑ3およびＱ4は独立して、Ｃ1～Ｃ6アルキルまたはベンジルである。
【００８７】
　適切な第四級アンモニウム界面活性剤の例は、セチルアンモニウムクロリド、セチルア
ンモニウムブロミド、ラウリルアンモニウムクロリド、ラウリルアンモニウムブロミド、
ステアリルアンモニウムクロリド、ステアリルアンモニウムブロミド、セチルジメチルア
ンモニウムクロリド、セチルジメチルアンモニウムブロミド、ラウリルジメチルアンモニ
ウムクロリド、ラウリルジメチルアンモニウムブロミド、ステアリルジメチルアンモニウ
ムクロリド、ステアリルジメチルアンモニウムブロミド、セチルトリメチルアンモニウム
クロリド、セチルトリメチルアンモニウムブロミド、ラウリルトリメチルアンモニウムク
ロリド、ラウリルトリメチルアンモニウムブロミド、ステアリルトリメチルアンモニウム
クロリド、ステアリルトリメチルアンモニウムブロミド、ラウリルジメチルアンモニウム
クロリド、ステアリルジメチルセチルジタロージメチルアンモニウムクロリド、ジセチル
アンモニウムクロリド、ジセチルアンモニウムブロミド、ジラウリルアンモニウムクロリ
ド、ジラウリルアンモニウムブロミド、ジステアリルアンモニウムクロリド、ジステアリ
ルアンモニウムブロミド、ジセチルメチルアンモニウムクロリド、ジセチルメチルアンモ
ニウムブロミド、ジラウリルメチルアンモニウムクロリド、ジラウリルメチルアンモニウ
ムブロミド、ジステアリルメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモニ
ウムクロリド、ジステアリルメチルアンモニウムブロミド、およびその混合物を含む。
【００８８】
　追加の第四級アンモニウム塩は、Ｃ12～Ｃ22アルキルは、タロー脂肪酸またはココヤシ
脂肪酸に由来するものを含む。これらのタローおよびココヤシ源に由来する第四級アンモ
ニウム塩の例は、ジタロージメチルアンモニウムクロリド、ジタローｄｉｍｅｈｔｙｌア
ンモニウムメチルサルフェート、ジ（水素化タロー）ジメチルアンモニウムクロリド、ジ
（水素化タロー）ジメチルアンモニウムアセテート、ジタロージプロピルアンモニウムホ
スフェート、ジタロージメチルアンモニウムニトレート、ジ（ココヤシアルキル）ジメチ
ルアンモニウムクロリド、ジ（ココヤシアルキル）ジメチルアンモニウムブロミド、タロ
ーアンモニウムクロリド、ココヤシアンモニウムクロリド、ステアラミドプロピルＰＧ－
ジモニウムクロリドホスフェート、ステアラミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェ
ート、ステアラミドプロピルジメチル（ミリスチルアセテート）アンモニウムクロリド、
ステアラミドプロピルジメチルセテアリルアンモニウムトシラート、ステアラミドプロピ
ルジメチルアンモニウムクロリド、ステアラミドプロピルジメチルアンモニウムラクテー
ト、およびその混合物を含む。
【００８９】
　さらに好ましい第四級アンモニウム界面活性剤は、ジラウリルジメチルアンモニウムク
ロリド、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジミリスチルジメチルアンモニウ
ムクロリド、ジパルミチルジメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモ
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ニウムクロリド、ステアラミドプロピルＰＧ－ジモニウムクロリドホスフェート、ステア
ラミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェート、ステアラミドプロピルジメチル（ミ
リスチルアセテート）アンモニウムクロリド、ステアラミドプロピルジメチルセテアリル
アンモニウムトシラート、ステアラミドプロピルジメチルアンモニウムクロリド、ステア
ラミドプロピルジメチルアンモニウムラクテート、およびその混合物である。
【００９０】
［脂肪族アミン］
　本発明の組成物は、第一級、第二級および第三級Ｃ12～Ｃ22アミンの塩も含む。そのよ
うな適切なアミンの例は、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ジエチルアミノエチル
ステアルアミド、ジメチルステアラミン、ジメチルソイアミン、ソイアミン、トリ（デシ
ル）アミン、エチルステアリルアミン、エトキシル化ステアリルアミン、ジヒドロキシエ
チルステアリルアミン、およびアラキジルベヘニルアミンを含む。適切なアミン塩は、ハ
ロゲン、アセテート、ホスフェート、ニトレート、シトレート、ラクテートおよびアルキ
ルサルフェート塩を含む。そのような塩は、ステアリルアミンヒドロクロリド、ソイアミ
ンクロリド、ステアリルアミンホルマート、Ｎ－タロープロパンジアミンジクロリドおよ
びステアラミドプロピルジメチルアミンシトレートを含む。本発明の組成物において有用
な一部のカチオン性アミン界面活性剤は、参照により本明細書に組み入れられている、米
国特許第４，２７５，０５５号で開示されている。
【００９１】
［アミドアミン］
　本発明の組成物は、Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｃ．に譲渡され、参照により本明細書に組み入れ
られている米国特許出願第０９／４０９，２０３号に開示されているようなアミドアミン
を含んでもよい。
【００９２】
［非イオン性界面活性剤］
　本発明の組成物は、各種の非イオン性界面活性剤を含んでもよい。適切な非イオン性界
面活性剤の中には、Ｃ8～Ｃ30アルコールと糖またはデンプンポリマーとの縮合生成物が
ある。これらの化合物は、式（Ｓ）n－－Ｏ－Ｒによって表され、式中、Ｓはグルコース
、フルクトース、マンノース、およびガラクトースなどの糖部分であり；ｎは約１～約１
０００の整数であり、そしてＲはＣ8～Ｃ30アルキルである。Ｒ基が由来する適切なＣ8～
Ｃ30アルコールの例は、デシルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、
ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコールなどを含む。これらの
界面活性剤の具体的な例は、デシルポリグルコシドおよびラウリルポリグルコシドを含む
。
【００９３】
　他の適切な非イオン性界面活性剤は、アルキレンオキシドと脂肪酸との縮合生成物（す
なわち脂肪酸アルキレンオキシドエステル）を含む。これらの物質は、一般式ＲＣＯ（Ｘ
）nＯＨを有し、式中、ＲはＣ10－Ｃ30アルキルであり、Ｘは－ＯＣＨ2ＣＨ2－（エチレ
ンオキシドに由来）または－ＯＣＨ2ＣＨＣＨ3－（プロピレンオキシドに由来）であり、
そしてｎは約１～約２００の整数である。
【００９４】
　また他の適切な非イオン性界面活性剤は、式ＲＣＯ（Ｘ）nＯＯＣＲを有する、アルキ
レンオキシドと脂肪酸との縮合生成物（すなわち脂肪酸のアルキレンオキシドジエステル
）であり、式中、ＲはＣ10－Ｃ30アルキルであり、Ｘは－ＯＣＨ2ＣＨ2－（エチレンオキ
シドに由来）または－ＯＣＨ2ＣＨＣＨ3－（プロピレンオキシドに由来）であり、そして
ｎは約１～約２００の整数である。
【００９５】
　また他の非イオン性界面活性剤は、一般式Ｒ（Ｘ）nＯＲ’を有する、アルキレンオキ
シドと脂肪族アルコールとの縮合生成物（すなわち脂肪族アルコールのアルキレンオキシ
ドエーテル）であり、式中、ＲはＣ10－Ｃ30アルキルであり、ｎは約１～約２００の整数
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であり、そしてＲ’はＨまたはＣ10－Ｃ30アルキルである。
【００９６】
　なお他の非イオン性界面活性剤は、式ＲＣＯ（Ｘ）nＯＲ’を有する化合物であり、式
中、ＲおよびＲ’はＣ10－Ｃ30アルキルであり、Ｘは－ＯＣＨ2ＣＨ2－（エチレンオキシ
ドに由来）または－ＯＣＨ2ＣＨＣＨ3－（プロピレンオキシドに由来）であり、そしてｎ
は約１～約２００の整数である。
【００９７】
　アルキレンオキシド誘導非イオン性界面活性剤の例は、セテス－１、セテス－２、セテ
ス－６、セテス－１０、セテス－１２、セテアレス－２、セテアレス６、セテアレス－１
０、セテアレス－１２、ステアレス－１、ステアレス－２、ｓｔｅａｒｔｅｔｈ－６、ス
テアレス－１０、ステアレス－１２、ＰＥＧ－２ステアレート、ＰＥＧ４ステアレート、
ＰＥＧ６ステアレート、ＰＥＧ－１０ステアレート、ＰＥＧ－１２ステアレート、ＰＥＧ
－２０グリセリルステアレート、ＰＥＧ－８０グリセリルタロワート、ＰＰＧ－１０グリ
セリルステアレート、ＰＥＧ－３０グリセリルココアート、ＰＥＧ－８０グリセリルココ
アート、ＰＥＧ－２００グリセリルタロワート、ＰＥＧ－８ジラウラート、ＰＥＧ－１０
ジステアレート、およびその混合物を含む。
【００９８】
　なお他の有用な非イオン性界面活性剤は、参照により本明細書に組み入れられている米
国特許第２，９６５，５７６号、第２，７０３，７９８号、および第１，９８５，４２４
号で開示されている、ポリヒドロキシ脂肪酸アミドを含む。
【００９９】
［アニオン性界面活性剤］
　本発明の組成物は、各種のアニオン性界面活性剤を含んでもよい。適切なアニオン性界
面活性剤の複数の例は、参照により本明細書に組み入れられている米国特許第３，９２９
，６７８号に開示されている。適切なアニオン性界面活性剤のさらなる例は、アルコイル
イセチオネート、およびアルキルエーテルサルフェートを含む。
【０１００】
　アルコイルイセチオネートは通例、式ＲＣＯ－－ＯＣＨ2ＣＨ2－　ＳＯ3Ｍを有し、Ｒ
は、Ｃ10－Ｃ30アルキルであり、Ｍは、アンモニウム、ナトリウム、カリウム、またはト
リエタノールアミンなどの水溶性カチオンである。適切なイセチオネートの例は、アンモ
ニウムココイルイセチオネート、ナトリウムココイルイセチオネート、ナトリウムラウロ
イルイセチオネート、ナトリウムステアロイルイセチオネート、およびその混合物を含む
。本明細書で使用するには、アンモニウムココイルイセチオネート、ナトリウムココイル
イセチオネート、およびその混合物が好ましい。
【０１０１】
　アルキルエーテルサルフェートは通例、式ＲＯＳＯ3ＭおよびＲＯ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＳＯ3

Ｍを有し、式中、ＲはＣ10－Ｃ30アルキルであり、ｘは約１～約１０で変化し、Ｍはアン
モニウム、ナトリウム、カリウム、またはトリエタノールアミンなどの水溶性カチオンで
ある。
【０１０２】
　アニオン性界面活性剤のまた別の適切なクラスは、スクシンアマート、およびＣ12－Ｃ

24オレフィンスルホネートおよびカルボキシラートを含む、式Ｒ1－ＳＯ3Ｍ（式中、Ｒ1

はＣ8～Ｃ30アルキル；好ましくは、Ｃ12～Ｃ22アルキルであり、そしてＭはカチオンで
ある）の、Ｃ8～Ｃ30カルボン酸およびアルキルスルホネートのアルカリ金属塩である。
【０１０３】
［両性界面活性剤］
　本発明の組成物は、両性イオンおよび両性界面活性剤を含んでもよい。適切な両性およ
び両性イオン界面活性剤はたとえば、式ＲＮ（ＣＨ2）mＣＯ2Ｍ2およびＲＮＨ（ＣＨ2）m

ＣＯ2Ｍ（式中、ｍは１～４で変化し、ＲはＣ8～Ｃ30アルキル；好ましくは、Ｃ12～Ｃ22

アルキルであり、そしてＭはＨ、アルカリ金属、アルカリ土類金属アンモニウム、または
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アルカノールアンモニウムである）のイミノジアルカノアートおよびアミノアルカノアー
トを含む、アルキルイミノアセテート、カルボキシラート、スルホネート、サルフェート
、ホスフェート、およびホスホネートなどのモノ－またはジ－Ｃ8－Ｃ24第二級および第
三級アミンの誘導体である。
【０１０４】
　他の適切な両性および両性イオン界面活性剤は、イミダゾリニウムおよびアンモニウム
誘導体である。そのような両性界面活性剤の適切な例は、ナトリウム３－ドデシル－アミ
ノプロピオナート、ナトリウム３－ドデシルアミノプロパンスルホネート、Ｎ－アルキル
タウリン；Ｎ－高級アルキルアスパラギン酸、およびコアミドプロピルＰＧ－ジモニウム
クロリドホスフェートを含む。適切な両性および両性イオン界面活性剤のさらなる例につ
いては、参照により本明細書に組み入れられている米国特許第２，６５８，０７２号、第
２，４３８，０９１号、および第２，５２８，３７８号を参照のこと。
【０１０５】
　また他の適切な両性および両性イオン界面活性剤は、ベタインである。適切なベタイン
の例は、ココジメチルカルボキシメチルベタイン、ラウリルジメチルカルボキシメチルベ
タイン、ラウリルジメチルαカルボキシエチルベタイン、セチルジメチルカルボキシメチ
ルベタイン、セチルジメチルベタイン、ラウリルビス－（２－ヒドロキシエチル）カルボ
キシメチルベタイン、ステアリルビス－（２－ヒドロキシプロピル）カルボキシメチルベ
タイン、オレイルジメチルγ－カルボキシプロピルベタイン、ラウリルビス－（２－ヒド
ロキシプロピル）α－カルボキシエチルベタイン、ココジメチルスルホプロピルベタイン
、ステアリルジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルジメチルスルホエチルベタイン
、ラウリルビス－（２－ヒドロキシエチル）スルホプロピルベタイン、およびアミドベタ
インならびにアミドスルホベタイン、オレイルベタイン、およびコカミドプロピルベタイ
ンを含む。
【０１０６】
［サンスクリーン化合物］
　多種多様なサンスクリーン化合物は、本発明の組成物の使用に適切である。組成物の性
質によって、サンスクリーン化合物は、組成物の約４０重量％まで、好ましくは約１～約
３０重量％の量を添加できる。しかし好ましい量は、組成物の性質によって変わる。従っ
て、シャンプーまたはコンディショナーの形の最終製品組成物では、適切なサンスクリー
ン剤は、組成物の約４０重量％まで、好ましくは約０．５～約５重量％、さらに好ましく
は組成物の約０．５～約１．５重量％の量で含まれる。適切なサンスクリーン化合物はた
とえば、ｐ－アミノ安息香酸、その塩およびその誘導体；アンスラニレート；サリチレー
ト；桂皮酸誘導体；ジヒドロキシ桂皮酸誘導体；トリヒドロキシ桂皮酸誘導体；炭化水素
；ジベンザルアセトンおよびベンザルアセトフェノン；ナフトールスルホネート；ジヒド
ロキシ－ナフトール酸およびその塩；クマリン誘導体；ジアゾール；キニン塩；キノリン
誘導体；ヒドロキシまたはメトキシ置換ベンゾフェノン；尿酸およびビロ尿酸；タンニン
酸およびその誘導体；ヒドロキノン；アミノ安息香酸、サリチレート、フェルラ酸誘導体
、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、ベンゾフェノンスルホン酸、チオクト酸誘導
体、油溶性シンナメートおよびベンゾフェノンを含む。他の適切なサンスクリーン化合物
については、参照により本明細書に組み入れられている、Ｓｅｇａｒｉｎ，ら、Ｃｏｓｍ
ｅｔｉｃｓ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｃｈａｐｔｅｒ　ＶＩＩ
Ｉ，ｐａｇｅｓ　１８９以下参照を参照すること。
【０１０７】
　具体的な適切なサンスクリーン化合物は、２－エチルヘキシルｐ－メトキシシンナメー
ト、４，４’－ｔ－ブチルメトキシジベンゾイルメタン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ
ベンゾフェノン、オクチルジメチルｐ－アミノ安息香酸、ジガロイルトリオレアート、２
，２－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、エチル－４－ビス（ヒドロキシプロ
ピル）－アミノ安息香酸、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリ
レート、２－エチルヘキシルサリチレート、グリセリルｐ－アミノ安息香酸、３，３，５
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－トリメチルシクロヘキシルサリチレート、メチルアンスラニレート、ｐ－ジメチルアミ
ノ安息香酸またはアミノ安息香酸、２－エチルヘキシルｐ－ジメチルアミノ安息香酸、２
－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸、２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）
－５－スルホニックベンズオキサゾ酸、パラアミノ安息香酸、ベンゾフェノン－１、ベン
ゾフェノン－１、ベンゾフェノン－２、ベンゾフェノン－３、ベンゾフェノン－４、ベン
ゾフェノン－５、ベンゾフェノン－６、ベンゾフェノン－８、ベンゾフェノン－１２、メ
トキシシンナメート、アヴォベンゾン、エチルジヒドロキシプロピルパラ－アミノ安息香
酸、グリセリルパラ－アミノ安息香酸、メチルアンスラニレート、オクトクリレン、オク
チルジメチルパラ－アミノ安息香酸、オクチルメトキシシンナメート、オクチルサリチレ
ート、酸化亜鉛、二酸化チタン、および赤色ワセリンを含む。
【０１０８】
［皮膚軟化薬］
　本発明の組成物は、脂肪、ワックス、脂質、シリコーン、炭化水素、脂肪族アルコール
の１または追加の皮膚軟化化合物および多種多様の溶媒物質を含んでもよい。皮膚軟化薬
の量は用途に依存する。最終製品組成物では、皮膚軟化薬は一般に、組成物の５０重量％
までの、好ましくは約０．１～約２０重量％、およびさらに好ましくは組成物の約０．５
～約１０重量％の量で含まれる。
【０１０９】
　適切な皮膚軟化薬の例は、Ｃ8～Ｃ30カルボン酸のＣ8～Ｃ30アルキルエステル；Ｃ8～
Ｃ30カルボン酸のＣ1～Ｃ6ジオールモノエステルおよびジエステル；Ｃ8～Ｃ30カルボン
酸のモノグリセリド、ジグリセリド、およびトリグリセリド、Ｃ8～Ｃ30カルボン酸のコ
レステロールエステル、コレステロール、および炭化水素を含む。これらの物質の例は、
ジイソプロピルアジペート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、エ
チルヘキシルパルミテート、イソデシルネオペンタノアート、Ｃ12～Ｃ15アルコールベン
ゾアート、ジエチルヘキシルマレアート、ＰＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ－２ミリ
スチルエーテルプロピオナート、セチルリシノルエート、コレステロールステアレート、
コレステロールイソステレート、コレステロールアセテート、ホホバオイル、ココアバタ
ー、シアバター、ラノリン、ラノリンエステル、鉱油、ワセリン、および直鎖ならびに分
岐Ｃ16－Ｃ30炭化水素を含む。
【０１１０】
　直鎖および分岐鎖脂肪族Ｃ8～Ｃ30アルコール、たとえばステアリルアルコール、イソ
ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、セチルアルコール、イソセチルアルコール
、およびその混合物も有用である。他の適切な皮膚軟化薬の例は、米国特許第４，９１９
，９３４号に開示されており；それは参照によりその全体が本明細書に組み入れられてい
る。
【０１１１】
　他の適切な皮膚軟化薬は、各種のアルコキシル化エーテル、ジエーテル、エステル、ジ
エステル、およびトリエステルである。適切なアルコキシル化エーテルの例は、ＰＰＧ－
１０ブチルエーテル、ＰＰＧ－１１ブチルエーテル、ＰＰＧ－１２ブチルエーテル、ＰＰ
Ｇ－１３ブチルエーテル、ＰＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ－１５ブチルエーテル、
ＰＰＧ－１６ブチルエーテル、ＰＰＧ－１７ブチルエーテル、ＰＰＧ－１８ブチルエーテ
ル、ＰＰＧ－１９ブチルエーテル、ＰＰＧ－２０ブチルエーテル、ＰＰＧ－２２ブチルエ
ーテル、ＰＰＧ－２４ブチルエーテル、ＰＰＧ－３０ブチルエーテル、ＰＰＧ－１１ステ
アリルエーテル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ＰＰＧ－１０オレイルエーテル、Ｐ
ＰＧ－７ラウリルエーテル、ＰＰＧ－３０イソセチルエーテル、ＰＰＧ－１０グリセリル
エーテル、ＰＰＧ－１５グリセリルエーテル、ＰＰＧ－１０ブチレングリコールエーテル
、ＰＰＧ－１５ブチレングリコールエーテル、ＰＰＧ－２７グリセリルエーテル、ＰＰＧ
－３０セチルエーテル、ＰＰＧ－２８セチルエーテル、ＰＰＧ－１０セチルエーテル、Ｐ
ＰＧ－１０ヘキシレングリコールエーテル、ＰＰＧ－１５ヘキシレングリコールエーテル
、ＰＰＧ－１０　１，２，６－ヘキサントリオールエーテル、ＰＰＧ－１５　１，２，６
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－ヘキサントリオールエーテル、およびその混合物を含む。
　アルコキシル化ジエーテルの例は、ＰＰＧ－１０　１，４－ブタンジオールジエーテル
、ＰＰＧ－１２　１，４－ブタンジオールジエーテル、ＰＰＧ－１４　１，４－ブタンジ
オールジエーテル、ＰＰＧ－２ブタンジオールジエーテル、ＰＰＧ－１０　１，６－ヘキ
サンジオールジエーテル、ＰＰＧ－１２　１，６－ヘキサンジオールジエーテル、ＰＰＧ
－１４ヘキサンジオールジエーテル、ＰＰＧ－２０ヘキサンジオールジエーテル、および
その混合物を含む。好ましくは、ＰＰＧ－１０　１，４－ブタンジオールジエーテル、Ｐ
ＰＧ－１２　１，４－ブタンジオールジエーテル、ＰＰＧ－１０　１，６－ヘキサンジオ
ールジエーテル、およびＰＰＧ－１２ヘキサンジオールジエーテル、およびその混合物か
らなる群より選択されるものである。
【０１１２】
　適切な脂質は、Ｃ8－Ｃ20アルコールモノソルビタンエステル、Ｃ8－Ｃ20アルコールソ
ルビタンジエステル、Ｃ8－Ｃ20アルコールソルビタントリエステル、Ｃ8－Ｃ20アルコー
ルスクロースモノエステル、Ｃ8－Ｃ20アルコールスクロースジエステル、Ｃ8－Ｃ20アル
コールスクローストリエステル、およびＣ2－Ｃ62－ヒドロキシ酸のＣ8－Ｃ20脂肪族アル
コールエステルを含む。具体的な適切な脂質の例は、ソルビタンジイソステアレート、ソ
ルビタンジオレアート、ソルビタンジステアレート、ソルビタンイソステアレート、ソル
ビタンラウラート、ソルビタンオレアート、ソルビタンパルミテート、ソルビタンセスキ
オレアート、ソルビタンエスキステアレート、ソルビタンステアレート、ソルビタントリ
イソステアレート、ソルビタントリオレアート、ソルビタントリステアレート、スクロー
スココアート、スクロジラウラート、スクロースジステアレート、スクロースラウラート
、スクロースミリステート、スクロースオレアート、スクロースパルミテート、スクロー
スリシノルエート、スクロースステアレート、スクローストリベヘナート、スクロースト
リステアレート、ミリスチルラクテート、ステアリルラクテート、イソステアリルラクテ
ート、セチルラクテート、パルミチルラクテート、ココイルラクテート、およびその混合
物を含む。
【０１１３】
　他の適切な皮膚軟化は、鉱油、ワセリン、コレステロール、ジメチコン、ジメチコノー
ル、ステアリルアルコール、セチルアルコール、ベヘニルアルコール、ジイソプロピルア
ジペート、イソプロピルミリステート、ミリスチルミリステート、セチルシリノルエート
、ソルビタンジステアレート、ソルビタンジラウラート、ソルビタンステアレート、ソル
ビタンラウラート、スクロースラウラート、スクロースジラウラート、ナトリウムイソス
テアリルラクチラート、ラウリルピドラート、ソルビタンステアレート、ステアリルアル
コール、セチルアルコール、ベヘニルアルコール、ＰＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ
－１５ステアリルエーテル、およびその混合物を含む。
【０１１４】
［乳化剤］
　本発明の組成物は、各種の乳化剤を含んでもよい。本発明の最終製品組成物において、
乳化剤は、組成物の約１０重量％までの量、好ましくは約０．５～約５重量％の量で含ま
れる。適切な乳化剤の例は、ステアラミドプロピルＰＧ－ジモニウムクロリドホスフェー
ト、ステアラミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェート、ステアラミドプロピルジ
メチル（ミリスチルアセテート）アンモニウムクロリド、ステアラミドプロピルジメチル
セテアリルアンモニウムトシラート、ステアラミドプロピルジメチルアンモニウムクロリ
ド、ステアラミドプロピルジメチルアンモニウムラクテート、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、およびその混合物を含む。
【０１１５】
［フケ防止化合物］
　本発明の組成物は、フケ防止剤を含んでもよい。適切なフケ防止剤の例は、ジンクピリ
チオン、硫黄、および硫化セレニウムを含む。
【０１１６】
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［毛髪酸化剤］
　本発明の組成物は、毛髪酸化／還元剤を含んでもよい。適切な毛髪酸化／還元剤の例は
、過酸化水素、過ホウ酸塩、チオグリコラートおよび過硫酸塩を含む。
【０１１７】
［増粘剤］
　本発明の組成物は、架橋アクリラート、非イオン性ポリアクリルアミド、キサンタンガ
ム、グァーガム、ゲランガムなど；ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、
およびアミノシリコーンなどの各種の増粘剤を含んでもよい。本発明の最終製品組成物に
おいて、増粘剤は、組成物の約１０重量％までの量、好ましくは約０．２～約５重量％の
量で含まれる。
【０１１８】
　適切な増粘ケイ素化合物の具体的な例は、ポリジメチルシロキサン、フェニルシリコン
、ポリジエチルシロキサン、およびポリメチルフェニルシロキサンを含む。適切なケイ素
化合物の一部は、参照により本明細書に組み入れられている、欧州特許出願ＥＰ　９５，
２３８および米国特許第４，１８５，０１７号に述べられている。本発明の組成物は、毛
髪に対してスタイル保持とコンディショニングの両方の利点を与える、シリコーンポリマ
ー材料も含む。そのような材料は、参照により本明細書に組み入れられている、米国特許
第４，９０２，４９９号に述べられている。
【０１１９】
［ヘアコンディショニング剤］
　本発明の組成物は、加水分解動物タンパク質毛髪コンディショニング剤を含んでもよい
。Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄは、Ｃｒｏｔｅｉｎ　Ｑ－ＲＴＭという商標名
で市販物質の例を販売している。他の例は、参照により本明細書に組み入れられている米
国特許第４，９７６，９５３号に述べられているものを含めて、尿素、グリセロール、お
よびプロポキシル化グリセロールを含む。
【０１２０】
［ヘアセット剤］
　本発明の組成物は、発明毛髪への塗布時にスタイリング上の利点を付与するヘアセット
剤を含んでもよい。ヘアセットポリマーは、ホモポリマー、コポリマー、ターポリマーな
どでもよい。本明細書のポリマーを説明する便宜のため、ポリマー中に存在するモノマー
単位は、それらが由来するモノマーと呼ばれる。モノマーは、イオン性（たとえばアニオ
ン性、カチオン性、両性、両性イオン）または非イオン性でありうる。
【０１２１】
　アニオン性モノマーの例は、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、マレイン酸半エ
ステル、イタコン酸、フマル酸、およびクロトン酸などの不飽和カルボン酸モノマー；ヒ
ドロキシエチルアクリレートおよび、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロ
ピルアクリレートなどのヒドロキシル基含有アクリレートおよび／またはメタクリレート
によるコハク酸無水物、フタル酸無水物などの不飽和多塩基酸無水物の半エステル；スチ
レンスルホン酸、スルホエチルアクリレートおよびメタクリレートなどのスルホン酸基を
有するモノマー；および酸ホスホオキシエチルアクリレートならびにメタクリレート、３
－クロロ－２－酸ホスホオキシプロピルアクリレートならびにメタクリレートなどのリン
酸基を有するモノマーを含む。
【０１２２】
　カチオン性モノマーの例は、アクリル酸またはメタクリル酸に由来するモノマー、およ
び（メタ）アクリルオキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドおよび（メタ）アク
リルオキシプロピル－トリエチルアンモニウムブロミドなどのアルキル中に１～５の炭素
原子を有するトリアルキルアミンの四級化エピハロヒドリン生成物；ジメチルアミノエチ
ル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノ
プロピル（メタ）アクリレート、またはジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド
などのメタクリル酸またはメタクリルアミドに由来する、メタクリル酸のアミン誘導体ま
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たはメタクリルアミドのアミン誘導体、およびＣ1～Ｃ6アルキル基を有するジアルキルア
ルカノールアミンを含む。
【０１２３】
　両性モノマーの例は、カリウムモノクロロアセテート、ナトリウムモノブロモプロピオ
ナートなどのハロゲン化脂肪酸塩、モノクロロ酢酸のアミノメチルプロパノール塩、モノ
クロロ酢酸のトリエタノールアミン塩などによる、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリ
レート、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミドなどの（メタ）アクリル酸の上
述のアミン誘導体または（メタ）アクリルアミドのアミン誘導体の両性イオン化誘導体；
および上述のようにプロパンスルトンにより修飾された、（メタ）アクリル酸または（メ
タ）アクリルアミドのアミン誘導体を含む。
【０１２４】
　非イオン性モノマーの例は、メタノール、エタノール、１－プロパノール、２－プロパ
ノール、１－ブタノール、２－メチル－１－プロパノール、１－ペンタノール、２－ペン
タノール、３－ペンタノール、２－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ブタノー
ル、３－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、２－メチル－１－ペ
ンタノール、３－メチル－１－ペンタノール、ｔ－ブタノール、シクロヘキサノール、２
－エチル－１－ブタノール、３－ヘプタノール、ベンジルアルコール、２－オクタノール
、６－メチル－１－ヘプタノール、２－エチル－１－ヘキサノール、３，５－ジメチル１
－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、１－デカノール、１－ド
デカノール、１－ヘキサデカノール、１－オクタデカノール、スチレンなどのＣ1－Ｃ24

アルコールのアクリル酸またはメタクリル酸エステル；クロロスチレン；ビニルアセテー
トなどのビニルエステル；ビニルクロリド；ビニリデンクロリド；アクリロニトリル；α
－メチルスチレン；ｔ－ブチルスチレン；ブタジエン；シクロヘキサジエン；エチレン；
プロピレン；ビニルトルエン；アルコキシアルキル（メタ）アクリレート、メトキシエチ
ル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ）アクリレート；アリルアクリレート、
アリルメタクリレート、シクロヘキシルアクリレートならびにメタクリレート、オレイル
アクリレートならびにメタクリレート、ベンジルアクリレートならびにメタクリレート、
テトラヒドロフルフリルアクリレートならびにメタクリレート、エチレングリコールジ－
アクリレートならびに－メタクリレート、１，３－ブチレングリコールジ－アクリレート
ならびに－メタクリレート、ジアセトンアクリルアミド、イソボルニル（メタ）アクリレ
ート、ｎ－ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタ
クリレート、メチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレー
ト、およびその混合物である。
【０１２５】
　アニオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、ビニルアセテートならびにクロトン酸の
コポリマー、ビニルアセテート、クロトン酸ならびにビニルネオデカノアートなどのα－
分岐飽和脂肪族モノカルボン酸のビニルエステルのターポリマー；およびメチルビニルエ
ーテルならびにマレイン酸無水物のコポリマー、アクリル酸またはメタクリル酸を含有す
るアクリル酸コポリマーならびにターポリマーである。
　カチオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、ジメチルアミノエチルメタクリレートな
どの低級アルキルアミノアルキルアクリレートまたはメタクリレートモノマーなどのアミ
ノ官能性アクリレートモノマーと、Ｎ－ビニルピロリドンまたはメチルメタクリレートな
らびにエチルメタクリレートなどのアルキルメタクリレートおよびメチルアクリレートな
らびにブチルアクリレートなどのアルキルアクリレートなどの相溶性モノマーとのコポリ
マーである。
【０１２６】
［その他の成分］
　本発明の組成物は、広範囲にわたるその他の成分を含んでもよい。化粧品およびパーソ
ナルケア業界で一般に使用される、一部の適切なその他の成分は、参照により本明細書に
組み入れられている、Ｔｈｅ　ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈ
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ａｎｄｂｏｏｋ，（２ｎｄ　Ｅｄ．，１９９２）に述べられている。
【０１２７】
　従って本発明の組成物は、１以上の吸収剤、抗ニキビ剤、制汗剤、固化防止剤、消発泡
剤、抗菌剤、酸化防止剤、フケ防止剤、収斂剤、バインダ、緩衝液、生物学的添加剤、緩
衝剤、充填剤、キレート化剤、化学添加剤、カップリング剤、コンディショナー、着色料
、化粧品用収斂剤、化粧品用殺生剤、変性剤、薬剤用収斂剤、洗浄剤、分散剤、外用鎮痛
薬、フィルム形成剤、発泡剤、香料成分、湿潤剤、角質溶解剤、不透明化剤、ｐＨ調整剤
、保存料、高圧ガス、タンパク質、レチノイド、還元剤、金属イオン封鎖剤、皮膚漂白剤
、皮膚コンディショニング剤（湿潤剤、その他、および密封剤）、皮膚無痛化剤、皮膚治
癒剤、柔軟剤、可溶化剤、潤滑剤、浸透剤、可塑剤、溶媒および共溶媒、サンスクリーン
添加剤、塩、エッセンシャルオイル、およびビタミンを含んでもよい。
【０１２８】
　適切なｐＨ調整剤の例は、水酸化ナトリウム、トリエタノールアミン、ならびにアミノ
メチルプロパノール、およびその混合物を含む。最終製品組成物中にｐＨ調整剤が存在す
る場合、量は、組成物の約０．０１～約５重量％、好ましくは約０．１～約２重量％の範
囲で変化する。
【０１２９】
　適切なフィルム形成剤の例は、グリセリン／ジエチレングリコールミリステートコポリ
マー、グリセリン／ジエチレングリコールアジペートコポリマー、ＰＶＭ／ＭＡコポリマ
ーのエチルエステル、ＰＶＰ／ジメチコニルアクリレート／ポリカルバミル／ポリグリコ
ールエステル、およびその混合物を含む。最終製品組成物中にフィルム形成剤が存在する
場合、量は、組成物の約０．１～約１５．０重量％、好ましくは組成物の約０．１～約２
．５重量％の範囲で変化する。
【０１３０】
　適切なビタミンの例は、トコフェロール、トコフェロールアセテート、レチノイン酸、
レチノール、およびレチノイドを含む。
【０１３１】
　適切な抗ニキビ薬剤の例は、レゾルシノール、硫黄、サリチル酸、エリスロマイシン、
亜鉛、および過酸化ベンゾイルを含む。
【０１３２】
　適切な皮膚漂白剤またはライトニング剤の例は、ヒドロキノン、およびコウジ酸を含む
。香料、顔料、着色料などの適切な美的成分の例は、パンテノールおよび誘導体（たとえ
ばエチルパンテノール）、アロエベラ、パントテン酸およびその誘導体、クローブ油、メ
ントール、樟脳、ユーカリ油、オイゲノール、メンチルラクテート、ウィッチヘーゼル蒸
留液、アラントイン、ビサボロール、およびグリチルリチン酸二カリウムを含む。
【０１３３】
　従って参照により本明細書に組み入れられている、米国特許第５，６９３，３１６号、
第５，５９７，５５５号、第５，４５５，０２５号、および第５，３０２，３７７号に述
べられた成分は、そのような使用が、本明細書で与えた組成物の説明全体に釣り合う程度
まで、本発明の組成物で使用できる。
【０１３４】
　本発明を、以下に続く以下の限定されない例を参照してさらに説明する。
【実施例１】
【０１３５】
　ＰＰＧ－３ベンジルエーテルの調製
　ベンジルアルコール２２９７．７５ｇ（２１．２４モル）を、窒素入口を装備した乾燥
した攪拌圧力容器に入れた。ＫＯＨの触媒量（６ｇ）を４０％水性溶液として添加した。
容器を窒素によってパージし、１１０℃まで加熱した。真空を１時間印加して、水蒸気を
容器の上部空き高から除去し、混合物をさらに１３０℃まで加熱した。プロピレンオキシ
ド３７０２．２５ｇ（６３．７４モル）を添加した後、反応混合物をさらに３時間攪拌し
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て反応を完了させた。反応の進行は、試薬の取込および容器内の圧力測定によって監視し
た。反応混合物を１１０℃まで冷却し、真空を約１時間印加した。反応混合物中のＫＯＨ
を中和するために、２５％硫酸２９ｇを添加した。混合物を１０分間攪拌し、そしてｐＨ
を５．７に調整した。冷却して、薄い淡黄色液体のＰＰＧ－３ベンジルエーテルを主要生
成物として単離した。
【実施例２】
【０１３６】
　ＰＰＧ－３ベンジルミリステートの調製
　機械式スターラー、温度計および窒素入口を装着した四つ首丸底フラスコを、ＰＰＧ－
３ベンジルエーテル３４２．４４ｇ（１．１９モル）、ミスチリン酸２２１ｇ（１．１３
モル）およびＳｎＯ０．４５ｇで満たした。混合物を２２０℃まで加熱した。反応の進行
は、経時的に反応混合物の酸価を測定することによって監視した。酸価が安定したら、混
合物を２５℃まで冷却した。Ｈ2Ｏ2の３０％水性溶液０．９ｇおよび水７０ｇを添加し、
混合物を７５℃まで再度加熱した。水を真空下で蒸発させて、ＰＰＧ－３ベンジルミリス
テートを主生成物として生成した。
【実施例３】
【０１３７】
　ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、ビスフェノールＡ１２３３．
８６ｇ（５．４０モル）およびトルエン１４４５ｍＬを充填する。容器を窒素でパージし
、ＢＦ3／エーテラート溶液の触媒量（４．８６ｇ）を充填する。温度を１１０℃まで上
昇させ、容器内部の圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために、プロピレンオキシド２５
１１．２９ｇ（４３．２４モル）を一定速度で添加する。プロピレンオキシドすべてを添
加した後に、反応混合物をさらに３時間反応させ、その後に温度を１５０℃まで上昇させ
て、窒素散布下でトルエンを蒸留により除去する。トルエンの蒸留後、温度を１１０℃ま
で冷却し、真空を１時間印加する。
【実施例４】
【０１３８】
　ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡモノラウラートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例３によるプロポキシラート７００ｇ（１．０１モル）およびラウリル酸２０
２．３２ｇ（１．０１モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（０．９０ｇ
）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは５未
満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃まで
冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物を真
空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例５】
【０１３９】
　ジ－（ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡジステアレートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例３によるプロポキシラート７００ｇ（１．０１モル）およびステアリン酸５
５０．８０ｇ（１．９５モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１．２５
ｇ）を充填して、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは
５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃
まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物
を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例６】
【０１４０】
　ジ－（ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、実施例３によるプロポキシラ
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ート２０００ｇ（２．８９モル）および４５％ＫＯＨの触媒量（９．３３ｇ）を充填する
。容器を窒素でパージし、１１０℃まで加熱する。微量の水を除去するために真空を１時
間印加し、温度を１５０℃まで上昇させる。圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために、
エチレンオキシドを７６２．８３ｇ（１７．３４モル）の量で一定速度にて添加する。エ
チレンオキシドをすべて添加した後、反応混合物をさらに１時間反応させて、その後、温
度を１１０℃に下げて、真空を１時間印加する。反応混合物６５℃まで冷却し、触媒は２
５％硫酸の当モル量によって中和する。
【実施例７】
【０１４１】
　ジ－（ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡモノミリステートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例６によるアルコキシラート１０００ｇ（１．０５モル）およびミスチリン酸
２３９．７９ｇ（１．０５モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１．２
４ｇ）を充填して、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましく
は５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５
℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応
物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例８】
【０１４２】
　ジ－（ＰＥＧ－３，ＰＰＧ－４）ビスフェノールＡジオレアートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例６によるアルコキシラート１０００ｇ（１．０５モル）およびオレイン酸５
７５．５９ｇ（２．０５モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１．５８
ｇ）を充填して、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは
５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃
まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物
を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例９】
【０１４３】
　ジ－（ＰＥＧ－２　ＰＰＧ－２）ビスフェノールＡエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、ビスフェノールＡ１３４２．
５２ｇ（５．８８モル）およびトルエン１４４５ｍＬを充填する。容器を窒素でパージし
、ＢＦ3／エーテラート溶液の触媒量（５．００ｇ）を充填する。温度を１１０℃まで上
昇させ、容器内部の圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために、プロピレンオキシド１３
６６．２２ｇ（２３．５２モル）およびエチレンオキシド１０３６．１９ｇ（２３．５２
モル）の混合物を一定速度で添加する。プロピレンオキシド／エチレンオキシドすべてを
添加した後に、反応混合物をさらに３時間反応させ、その後に温度を１５０℃まで上昇さ
せて、窒素散布下でトルエンを蒸留により除去する。トルエンの蒸留後、温度を１１０℃
まで冷却し、真空を１時間印加する。
【実施例１０】
【０１４４】
　ジ－（ＰＥＧ－２　ＰＰＧ－２）ビスフェノールＡモノパルミテートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例９によるアルコキシラート１１４０．６９ｇ（１．７９モル）およびパルミ
チン酸４５９．３１ｇ（１．７９モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（
１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好まし
くは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８
５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反
応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１１】
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【０１４５】
　ジ－（ＰＥＧ－２　ＰＰＧ－２）ビスフェノールＡジベヘナートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例９によるアルコキシラート７８３．２０ｇ（１．２３モル）およびベヘン酸
８１６．８０ｇ（２．４０モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１．６
ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは５
未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃ま
で冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物を
真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１２】
【０１４６】
　ＰＰＧ－４　２－ナフトールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、２－ナフトール１４３４．０
５ｇ（９．９５モル）およびトルエン１４４５ｍＬを充填する。容器を窒素でパージし、
ＢＦ3／エーテラート溶液の触媒量（４．９７ｇ）を充填する。温度を１１０℃まで上昇
させ、容器内部の圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために、プロピレンオキシド２３１
０．８６ｇ（３９．７９モル）を一定速度で添加する。プロピレンオキシドすべてを添加
した後に、反応混合物をさらに３時間反応させ、その後に温度を１５０℃まで上昇させて
、窒素散布下でトルエンを蒸留により除去する。トルエンの蒸留後、温度を１１０℃まで
冷却し、真空を１時間印加する。
【実施例１３】
【０１４７】
　ＰＰＧ－４　２－ナフチルミリステートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１２によるプロポキシラート５００ｇ（１．３３モル）およびミスチリン酸
２８９．１５ｇ（１．２７モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（０．８
０ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは
５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃
まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物
を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１４】
【０１４８】
　ＰＰＧ－４　２－ナフチルカプラートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１２によるプロポキシラート５００ｇ（１．３３モル）およびカプリン酸２
１８．８０ｇ（１．２７モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（０．７０
ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは５
未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃ま
で冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物を
真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１５】
【０１４９】
　ＰＥＧ－５  ＰＰＧ－４  ２－ナフトールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、実施例１２によるプロポキシ
ラート２０００ｇ（５．３１モル）および４５％ＫＯＨの触媒量（１０．６７ｇ）を充填
する。容器を窒素でパージし、１１０℃まで加熱する。微量の水を除去するために真空を
１時間印加し、温度を１５０℃まで上昇させる。圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するため
に、エチレンオキシドを１１６９．５３ｇ（２６．５５モル）の量で一定速度にて添加す
る。エチレンオキシドをすべて添加した後、反応混合物をさらに１時間反応させて、その
後、温度を１１０℃に下げて、真空を１時間印加する。反応混合物６５℃まで冷却し、触
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媒は２５％硫酸の当モル量によって中和する。
【実施例１６】
【０１５０】
　ＰＥＧ－５　ＰＰＧ－４　２－ナフチルオレアートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１５によるアルコキシラート１１０２．８４ｇ（１．８５モル）およびオレ
イン酸４９７．１６ｇ（１．７６モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（
１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好まし
くは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８
５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反
応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１７】
【０１５１】
　ＰＥＧ－５　ＰＰＧ－４　２－ナフチルステアレートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１５によるアルコキシラート１１００．４０ｇ（１．８４モル）およびステ
アリン酸４９９．６０ｇ（１．７６モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量
（１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ま
しくは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を
８５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。
反応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例１８】
【０１５２】
　ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－５　２－ナフトールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、２－ナフトール９５２．７１
ｇ（６．６１モル）およびトルエン１４４５ｍＬを充填する。容器を窒素でパージし、Ｂ
Ｆ3／エーテラート溶液の触媒量（４．９６ｇ）を充填する。温度を１１０℃まで上昇さ
せ、容器内部の圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために、プロピレンオキシド１９１９
．０３ｇ（３３．０４モル）およびエチレンオキシド８７３．２８ｇ（１９．８２モル）
の混合物を一定速度で添加する。プロピレンオキシド／エチレンオキシドすべてを添加し
た後に、反応混合物をさらに３時間反応させ、その後に温度を１５０℃まで上昇させて、
窒素散布下でトルエンを蒸留により除去する。トルエンの蒸留後、温度を１１０℃まで冷
却し、真空を１時間印加する。
【実施例１９】
【０１５３】
　ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－５　２－ナフチルラウラートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１８によるアルコキシラート１１９７．０３ｇ（２．１１モル）およびラウ
リル酸４０２．９７ｇ（２．０１モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（
１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好まし
くは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８
５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反
応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２０】
【０１５４】
　ＰＥＧ－３  ＰＰＧ－５  ２－ナフチルベヘナートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例１８によるアルコキシラート１０１７．５９ｇ（１．８０モル）およびベヘ
ン酸５８２．４１ｇ（１．７１モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１
．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましく
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は５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５
℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応
物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２１】
【０１５５】
　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエタノールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、２－フェノキシエタノール１
４１９．５３ｇ（１０．２７モル）および４５％ＫＯＨの触媒量（１６．６７ｇ）を充填
する。容器を窒素でパージし、１１０℃まで加熱する。微量の水を除去するために真空を
１時間印加し、温度を１５０℃まで上昇させる。圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するため
に、プロピレンオキシドを３５８０．４７ｇ（６１．６５モル）の量で一定速度にて添加
する。プロピレンオキシドをすべて添加した後、反応混合物をさらに１時間反応させて、
その後、温度を１１０℃に下げて、真空を１時間印加する。反応混合物６５℃まで冷却し
、触媒は２５％硫酸の当モル量によって中和する。
【実施例２２】
【０１５６】
　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエチルカプラートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２１によるプロポキシラート５００ｇ（１．０３モル）およびカプリン酸１
６８．８４ｇ（０．９８モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（０．６７
ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは５
未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃ま
で冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物を
真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２３】
【０１５７】
　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエチルパルミテートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２１によるプロポキシラート５００ｇ（１．０３モル）およびパルミチン酸
２５１．２９ｇ（０．９８モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（０．７
５ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは
５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃
まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物
を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２４】
【０１５８】
　ＰＥＧ－４　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエタノールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、実施例２１によるプロポキシ
ラート２０００ｇ（４．１１モル）および４５％ＫＯＨの触媒量（９．３３ｇ）を充填す
る。容器を窒素でパージし、１１０℃まで加熱する。微量の水を除去するために真空を１
時間印加し、温度を１５０℃まで上昇させる。圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するために
、エチレンオキシドを７２４．１８ｇ（１６．４４モル）の量で一定速度にて添加する。
エチレンオキシドをすべて添加した後、反応混合物をさらに１時間反応させて、その後、
温度を１１０℃に下げて、真空を１時間印加する。反応混合物６５℃まで冷却し、触媒は
２５％硫酸の当モル量によって中和する。
【実施例２５】
【０１５９】
　ＰＥＧ－４　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエチルラウラートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２４によるアルコキシラート１２４２．４１ｇ（１．８７モル）およびラウ
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リル酸３５７．５９ｇ（１．７９モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（
１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好まし
くは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８
５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反
応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２６】
【０１６０】
　ＰＥＧ－４　ＰＰＧ－６　２－フェノキシエチルミリステートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２４によるアルコキシラート１２０４．７０ｇ（１．８２モル）およびミス
チリン酸３９５．３０ｇ（１．７３モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量
（１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ま
しくは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を
８５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。
反応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２７】
【０１６１】
　ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－３　２－フェノキシエタノールエーテルの調製
　窒素入口を備えた清浄な乾燥した攪拌タンク圧力容器に、２－フェノキシエタノール１
５５３．９３ｇ（１１．２５モル）および４５％ＫＯＨの触媒量（１６．６７ｇ）を充填
する。容器を窒素でパージし、１１０℃まで加熱する。微量の水を除去するために真空を
１時間印加し、温度を１５０℃まで上昇させる。圧力を５０ｐｓｉｇ以下に維持するため
に、プロピレンオキシド１９１９．０３ｇ（３３．０４モル）およびエチレンオキシド８
７３．２８ｇ（１９．８２モル）の混合物を一定速度で添加する。プロピレンオキシド／
エチレンオキシドすべてを添加した後に、反応混合物をさらに１時間反応させて、その後
、温度を１１０℃に下げて、真空を１時間印加する。反応混合物６５℃まで冷却し、触媒
は２５％硫酸の当モル量によって中和する。
【実施例２８】
【０１６２】
　ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－３　２－フェノキシエチルベヘナートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２７によるアルコキシラート９２５．０５ｇ（２．０８モル）およびベヘン
酸６７４．９５ｇ（１．９８モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（１．
６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好ましくは
５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８５℃
まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反応物
を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例２９】
【０１６３】
　ＰＥＧ－３　ＰＰＧ－３　２－フェノキシエチルステアレートの調製
　窒素入口、機械式スターラー、温度プローブおよび凝縮器を装着した四つ首丸底フラス
コを、実施例２７によるアルコキシラート９９４．１３ｇ（２．２４モル）およびステア
リン酸６０５．８７ｇ（２．１３モル）によって充填する。メタンスルホン酸の触媒量（
１．６ｇ）を充填し、反応混合物を窒素散布下で２２０℃まで加熱する。反応は、好まし
くは５未満のＡＶまで酸価を測定することによって監視する。ＡＶに達したら、温度を８
５℃まで冷却し、触媒を４５％ＫＯＨの当モル量によって中和し、水で１回洗浄する。反
応物を真空下で乾燥させ、所望の生成物を得る。
【実施例３０】
【０１６４】
　ベンゾフェノン－３の溶解度試験
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　本発明の化合物中でのベンゾフェノン－３の溶解度は、参照により本明細書に組み入れ
られている米国特許第４，２７５，２２２号に述べられているＣ12～Ｃ15ベンジルエステ
ルの混合物中でのその溶解度と比較した。試験溶液の組成物は、以下のとおりであった。
【表１】

【０１６５】
Ａ．試験溶液の調製手順
　試験溶液を調製するために、ベンゾフェノン－３の適切な量を秤量し、小型攪拌棒装備
した５０ｍｌビーカーに移した。所望のエステルの正確な量をビーカーに添加し、ビーカ
ーの中身を予熱した７０～７５℃ホットプレート上で加熱した。固体全体が溶解したら、
溶液をさらに１０分間加熱した。ビーカー態様に固体が残らないようにするために注意し
た。１０分後、ホットプレートからビーカーを外し、冷たい攪拌プレート上に置いて溶液
を攪拌しながら約３５℃まで冷却した。溶液を２オンス広口瓶に移した。広口瓶の中身は
、２５℃の水浴中で２４時間、攪乱されないままにした。２４時間後、結晶化の証拠およ
び程度について、広口瓶を目視検査した。
【０１６６】
Ｂ．試験結果
　試験溶液ＡおよびＢでは、結晶形成はなかった。試験溶液ＣおよびＤでは結晶形成が見
られた。試験溶液Ｃで形成された結晶の量は、試験溶液Ｄよりも約３倍多かった。
【実施例３１】
【０１６７】
　サンスクリーンローション１
　サンスクリーンローションは、ＰＰＧ－３ベンジルミリステートを含め、以下の成分を
含む。
【０１６８】
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【表２】

【０１６９】
　Ａ相の成分を合わせて、７５℃まで加熱する。別の容器に、Ｂ相の成分も合わせて、７
５℃まで加熱する。Ａ相をＢ相に攪拌しながら添加し、合わせた相を４０℃に冷却しなが
ら攪拌を続ける。Ｃ相を添加し、冷却を２５℃まで続けると、所望のローションが与えら
れる。
【実施例３２】
【０１７０】
サンスクリーンスプレーローション
　サンスクリーンスプレーローションは、ＰＰＧ－３ベンジルミリステートを含め、以下
の成分を含む。
【０１７１】
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【表３】

【０１７２】
　Ａ相の成分を合わせて、７５℃まで加熱する。別の容器に、Ｂ相の成分も合わせて、７
５℃まで加熱する。Ａ相をＢ相に攪拌しながら添加し、合わせた相を４０℃に冷却しなが
ら攪拌を続ける。Ｃ相を添加し、冷却を２５℃まで続けると、所望のローションが与えら
れる。
【実施例３３】
【０１７３】
　サンスクリーンローション２
【表４】

【０１７４】
　手順：Ａ相の成分を合わせて、７５℃まで加熱する。別の容器に、Ｂ相の成分も合わせ
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て、７５℃まで加熱する。攪拌しながらＡ相をＢ相に添加し、４０℃まで冷却しながら攪
拌を続ける。Ｃ相を添加し、冷却を２５℃まで続ける。
【実施例３４】
【０１７５】
　カチオン性サンスクリーンローション
【表５】

【０１７６】
　手順：Ａ相の成分を合わせて、７５℃まで加熱する。別の容器に、Ｂ相の成分も合わせ
て、７５℃まで加熱する。攪拌しながらＡ相をＢ相に添加し、４０℃まで冷却しながら攪
拌を続ける。Ｃ相を添加し、冷却を２５℃まで続ける。
【実施例３５】
【０１７７】
　保湿ローション
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【表６】

【０１７８】
　手順：相ＢのＣａｒｂｏｐｏｌ　９４１を水に混合しながら振り入れる。７５～８０℃
まで加熱し、ＮａＯＨを添加する。相Ａの成分を合わせて、混合しながら７５～８０℃ま
で加熱する。相Ｂを相Ａに混合しながら添加し、４０℃まで冷却する。相Ｃを混合しなが
ら添加し、所望の充填温度まで冷却する。
【実施例３６】
【０１７９】
　ヘアコンディショナー
【表７】

【０１８０】
　手順：Ａ相の成分を合わせて、７５℃まで加熱する。別の容器に、Ｂ相の成分も合わせ
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て、７５℃まで加熱する。攪拌しながらＡ相をＢ相に添加し、４０℃まで冷却しながら攪
拌を続ける。Ｃ相を添加し、冷却を２５℃まで続ける。
【実施例３７】
【０１８１】
　コンディショニングシャンプー
【表８】

【０１８２】
　手順：相Ａを合わせて、６０℃まで加熱する。相Ｂを添加して、２５℃まで冷却しなが
ら攪拌を続ける。
【実施例３８】
【０１８３】
　ＵＶ保護コンディショニングシャンプー
【表９】

【０１８４】
　手順：相Ａを合わせて、６０℃まで加熱する。相Ｂを添加して、２５℃まで冷却しなが
ら攪拌を続ける。
【実施例３９】
【０１８５】
　毛髪の光沢およびＵＶ保護のためのシャンプー
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【表１０】

【０１８６】
　手順：相Ａを合わせて、６０℃まで加熱する。相Ｂを添加して、２５℃まで冷却しなが
ら攪拌を続ける。
【実施例４０】
【０１８７】

【表１１】

【０１８８】
　手順：Ａ部の成分を合わせて、６０～６５℃に加熱する。５０～５５℃に冷却し、Ｂ部
を混合する間に、空気混入を避けるように注意する。所望の充填温度まで冷却する。
【実施例４１】
【０１８９】
　透明脱臭スティック
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【表１２】

【０１９０】
　手順：Ａ部成分を合わせて、強い攪拌を用いて温度７０～８０℃に上昇させる。攪拌を
５～１０分間攪拌を続けて、温度に達したら次にＢ部を５～１０分間に渡ってゆっくりと
添加開始する。型に注入する。
【実施例４２】
【０１９１】
　マイクロエマルジョンゲル
【表１３】

【０１９２】
　手順：Ａ部の成分すべてを混合して合わせ、温度を９０～９５℃まで上昇させる。Ｂ部
の成分を混合して合わせ、９０～９５℃まで加熱する。Ａ部にＢ部を添加し、９５℃にて
混合する。約７０℃まで冷却し、Ｃ部を添加する。ゲルはこの温度で凝固するはずである
。
【０１９３】
　本明細書では特定の実施形態を参照して発明を説明したが、これらの実施形態は、本発
明の原理および用途の例示に過ぎないことが理解されるであろう。したがって例示的な実
施形態に多くの変更を行えることと、添付請求項で定義されるように、本発明の精神およ
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